
地

質

調

査

所

報

告

第

七

披

昭
和
で
声
5;: 
ー十

月
七
日



±-0! 
質

近 近 九 調
江 江 州、l 査
園 園 金 目 所
田 田 鍍 報
〆’｝ ，ノ 精衣

告
上 上 煉

Ill 山 一 第

産 産 信自 七
宅.J!三 三弓回手 ス 披
母 母 Jレ

ノ ノ 調

溶 ノJ、J 沓

解 析 概－ 明
皮 試 報 1台
試 馬食 四
除 報 十
報 文 一
文 年

入

月

七 J.. 
／、

五 一 一
頁 頁 頁



九
州
金
銭
精
煉
ニ
闘
ス

Y

調
査
概
報



九
芹鹿排日大仁 漆 大牛山締 州、l
ケ 飽 ！材影谷 田金 口 尾ケ 言 金
里ず 鱗 天 鍍 金平山 鉄金 野 目鍍
金 ~I 鎖中山金山山金 精
山 2山山山陥Y月L

-!,? 
： ヮ、一

． － B自
ス

Jレ
－ー ・．． ・．・・ ．．． 

．．．－ －， － ．  調． －  
－ ．． ． ．  ． 

・： ：・・4・a・．．．． ． － ・ 沓
・．

． ． ．  
－ ． 

． ． ．． 、 司； ・a・司．・ . 
: : : . 

．． － ． 
・ー ・・ ． ・・ ．．．．．． ・・ ．． ・－ ． ・・． 

．． ． ・－・ ．．． ．． －．・・． ．．． ． ． ・．．－ ・ ・・・．・ ・・．．・，． ・．．・・・ ．．． ・・． ．．． ． ．． ， ． ．．  
・－ －－－・．．．・ ．． ・ ．・．・．． 

: －－・－ ．．． ・ ．・・・ ．．．． ． ．．． ・ ． ．． ．．. . . . . . 
－・ －・ ・．ー : : ; ・・ ．．． 
・・ ・・ ・・ ・． ・． ・・ : : : ．． ・ ．‘． ．．・ ．． ‘ ．．． ．．． ・・・ ．．． ． ．． 

五 五四四四四一ニ二
頁一 頁六頁五頁頁一 頁0 七頁頁一 一頁 頁一 頁

胎it.
%t 

報



波

佐

見

鍍

山

五
六
頁

筑

後

鍍

山

五
八．
頁



際棄 J、 j昆ア ナ山 プ 明 九、
ミノ シ問宋牧戸大内治

州、l
鍛 タ ニ怯金モ 口 四四

金砂，~十 J、 ジ ノ 鎖割十
、

山六年緒4
鍍ト 鍍四明爾 ト

、
精共尾年治 像ス芹升中

ニ刺 牛 十 ノ而ケ ρ ニ言 煉
生用尾年小 ジ 野 九 於

一ス ノ 金山金ア金州 ケ
閥

ノV 途山 ケ 山此山ノ JV 
、 ス

鎖 ヲ並立野ュ等大産本

犯開 ニ金於ノ 谷 出 邦 Jレ

ノ キ波山ァ金金ュ産 調
鹿 タ 佐ニ ぶ正 山山係金 査
理 9 見於亦＝ 丘レ 額

農 概、
法而 鎖 ア 此在回 9 ，，、

商 報、
一・． ジ 山陸、法 7 卒九綿 務
ミノ ラ ニ用 品川金州計 t支
ア青於セ懐何山ノ 七 師

之イとア フ レ
、

レ 波 金 百

ヌt f；去好 レ 9 毛 佐 山 四 主t円主

完ユ果タ 混見中十

成困 ヲ JV 京鎖山入 71' 
ヲ難奏ュ 及山ケ 貰

期ナ ジ始 青等野八
省セ JV 蕊マ イと ヲ金百

シノ J、 ーー 9 ？去最山一、 、 三＆~掲従青 一ー 毛牛 1l
メ 鎖赤化 ヨ著尾 ーー

明 ーー 騒法 9 fりj 金ジ



於 ジ ，，、 フ 設鎖業 ト ノ、 年造疑 タ 治

ケ プ 嘗 JV 備 毛 上 シニ頃治 フ 明間

JV - プ 、 ノ 今非 プ 十百 ノ ，、、 瞭十

宇般 鍍金和 日 常水圏十進 カ ナ 年

製 ーー 石銀．完 ーー ノ 力 像 二 歩 フ フ 山

品欠 ノ 分成 プ 便電 ヲ 封 及 ス ス ケ
、

/ ク ロロロ ヲ セ ..＞、 盆気以度需而 ト 野

卦 JV 位検ノV 向 ヲ ヲ ブ ーー 用 ジ錐金

析所 ヲ 定金 埼ミ 亨 使 購 付 ノ プ 毛 山
、

循 J、 毛 シ山 精 ク 用 入 当f 闘青 3毒 ーー

環鱗検 7 ーー 煉 JV ス ス 九係化 一．， 於

使石定牧在上 ーー JV JV 十 ヨ 法従ア-, 
用 中 ジ金ア 利 至 一．， 7 園 9 ーー 来 フ

セ 金 タ上 J、盆 レ至得以近最 ノ ヒ

JV 銀ノレ 一．， Fl ア リ 9 ，、． 上時 毛 青 JV
、

青以 :2 資々 JY 随縛 ミJ ノ 某多化 タ
、

化外 ト ス 其 ーー ブ 一ー 又債償ク 1去 、

カH ノ テ ノV 所 至嘗諸返格梅使 ーー 7• 

虫成 キ 所産 レ 7 種年 ヲ 非用 Jt レJ

液分所 ア ノ 9 捨ノ 各保常 セ ミJ 9 

ノ ノ 7 9 鎖 ブ 費地 チ ーー ア 牧 ?-
L 

効分 9 ト 石 、 用ノ !;I 低 JV 金 ヲ
、

カ析而雄及 顧 ヲ 金 JV 落 、 率装
、

試精 三／ 屯 製 3、' 節山 毛 ジ青 ヲ 置
、

験煉 7 小品 フ コ民
ー－ 

ノ 明 化増 セ

等 ノ 各金中 レ ノV 於今治加加 , 
、

ナ 各金山 ーー 」 ラF ヲ 7 日 三里 ジ菓

9 階 山 ュ合 9 得 J、 ーー 十川 タ 成

ト 段 ヲ 在有 るイ 7 動於岡英 ノV 績
.A 

通 ブ 貧 操 カ ア 五製 ヤ 求、 ーー セ



ν 聞本蓋｜改精 ケ 産 セ ーー 列、！ 山 諸

よ‘ 煉 ノV 額 フ ミノ ーー ケ 金 ト 九官 γ

JV ノ ヲ 殆 レ プ 於野 山 毛 州之是

ト 法以 ン タ 爾ア 金 ーー 其ノ カ 等

岡 ヲ プ ト 9 後最山山於完諸調 ノ
、

洋明 五此今屯 J、ケ ケ 了金 堂 分

ーー 式治百問 日多鹿 ノV エ 山 ノ 析

入 一’ 十貫ニ ユ量児野精 J、 ヲ 命試

百 改年 ユ於至 ーー 島金煉向巡 ヲ 験

五メ ｛弗及ア JV 金牒山 i主 均z 回受 J、

十其人 ヒ 最迄 ， 守 i台 ノ 多 ジ ケ 精
ー寸

封－号変 オ ミ／ よE 二産良 概 数日 明煉

度展 チ． ;i:: 旺 百出郡 況 ノ 下治上

重 ヲ エ質 感数セ横 ヲ 日 鉄四 ノ
L. 

量企 ヲ 暦 ヲ 十 JV Jll 報子石十改、
ノ 闘聴以極年鎖村 告 ヲ 宇一善

、
銭 セ ジ 降メ 問 山栗 セ 要製年 ーー

杵 9 二明 ジ 漣 ナ 野 1ノ コミ 日一資
、

ヲ 即十治 J、綿 9 キサ ト へ等月 ス

装 チ 飴肴J 高 ト ト 及 ス ~ ノ ヨ ノV
ー・1

I萱オ 寓年治 5ノ ?. 薩 ヲ 持 ヲ 所
、

v ヂ園 一’ －フ 英 j畢 以析二大

水エ ヲ 主 年島開郡 プ 試月 ナ
L 

銀 J、投 , 
ーー 津援永 議験 ーー JV 

ヲ 坑 ジ漸 ジ家 J、野 ー・－ 品目 ;i:: 

使 道ア ク 7 ニ 寛村 巡従 ') ノ

用 開採 衰 ー於永ユ 団事約 ア

三J 盤掘額 ケ ア十跨 ジ セ－ JV 

ブ 法描 ユ年経七 ') タ ソ ケ ，、‘
、 ジ

金 ヲ ユ趣ノ 替年九 ノV 然月



シ リ 金左京往 ス ジ寅杵 ヲ 百 ト 銀

タ 残分近 法昔 各＝-, 
ヲ 増 五 毛 ヲ‘

JV /lノ ヲ 太 ヲ ノ 地オ 以設十珠扱

混金集郎 職牧 人ヌA、 ヂア ジ幸1・期牧

宋粒 中水入金 山 エ牧
しー

!;( 度 ーー セ

白法 ヲ モノ 車 ス .；・、 ーー ノ ノ忌I、乙 , 杵民 ジ
、 、

〆，、 lil!~ 次 ι ノV 北日 於施試是 一， るノ ム

まII 砂 一ー． ブ 以何 ケ 設験 v 代 :7 ｝ν 

何等 之破前 ナ ノV ，，、 ヲ 時 _"'l. 枚方

ナ ト ヲ 石事 ーー JV 今 会行 ノ /l' 支 ？去
ノV 共水 ジ .＞、 方 日 然 J、 鎖 ーー キ目 RP 

、
モ ーー ト 之鎖 ？去 ノ 失 ジ 主二償 チ

ノ ~i} ~毛 ヲ li ーー 精敗メ 島百 J、 掲

ナ 高血 ーー オ三 ヲ ヨ 娘 ーー 業 津 五 サ 鎖よ

9 ジ石 鉢：陪 , 法 終 際 忠 十 9 混

シ プ 製 ーー 焼 タ ノ 9 小義封 ジ采

ヤ 牧 号l入 ジ ノV 基 タ 杵 ヌf 度 ヌJ ？長

知金 臼 ν 若 ヤ ヲ 9 ノ 庭 杵 J、 ヲ

ノV v ーー 7J( ク 全日 開 ト 効前 ヲ 同採

ーー ノ々 プ ヲ .＞、 ノV ヨ号 雌率 ーー 以十周

難 JV 細 加 来 ． ーー タ 毛 大於 プ 一 ジ

キ カ 粉へ (;!t ‘ 山 JV 混ナ ブ ジ年 プ
一寸

モ 主日 v プ 手 vノ... 功 来 リ 各其オ 精

嘗 ミノ ア淘臼 ヨT 績法 ト 椀後 ヂ煉

u.干 三 再 汰叉 毛 J、 ヲ 認重夏エ ー・－
I 」

ノ ヂ ヒ 三／ .；・、 オ 守本メ 量 一－・ ヲ 従
四

精エ 雑斯足 ヂ フ
」

期i るノ ノ 百解事

煉 ノ 物 ク 臼 よE ，、、
ーー ーー 異封・雇 ミ／

法輪 ヲ ジ 又
しー
ノ カ 轍 由 ナ 度 三ノ タ

入ぺ .JV

、
ーー 入 去 7 J、 i昆 フ 杵八 L〆



比

ス

Lノ

J、

－
一
於
－
プ
進
－
一

大

装

置

ま日
ヨF

本
山
ニ
於
－
プ
「
オ

ヒ

、

又

自

稼

受

負

法

ヲ

設

ケ

ヲ

見

精

煉

ア

行

十

二

年

頃

ヨ

時

一
多
量

ノ
鎖

石

ヲ

精

煉

ノV

ノ

ナ

JV 

｛愛

リ

タ

毛

一
熟
練

$.• ， 

エ
」
解
雇
後
，，、

小

件

ヲ

使

用

ア

産

金

額

z‘ 
JV 

ユ

青

化

法

ヲ

採

用

ノ

機

械

取

扱

, 
漸

ク

牧

盆

ジ

、

岡

三

十

二

年

在

来

ノ

精

煉

煉

場

ヲ

新

設

改

セ

ジ
得
u
y

r、

ジ
、
而

モノ

而

ト

努

力

ヲ

節

約

其

γ
小

成

功

， 

一

ナ

ノV

致

JYi 
ナ

ノV

ア

永

野

三

番

瀧

ニ

新

式

精

煉

所

ア

建

設
::;r ーー

宝

ν 

ス

ジ

47

鈴

主

庇

憎

ノ

ノ

t昨

加

7

・T
J

Z
4

，
ニ
コ
ロ
，
J

ジ

ア

明

治

三

十

野

精

煉

場

ヲ

ト

五

里

山

ヶ

弘首

5長

目
的
ヲ
以
－
プ

鉱

山

タ

;v 

ジ
、
又
蒸
気
機
関
及
石
－
油
費
動

機

ヲ

廃

ナ

ノV

ノ

鉄

石

ア

蕗

理

明

治

十

年

以

来

明

治
年

ー十

ジ

得

JV 

ノ

産

出

≫1J 
年

距

ノ

設

備

ト

一
係

Y

青

金

青

金
ハ匁
）

一
一
、入七三

ジ
、今

ナ

ノVノ

最明

治 至
年

水

天

淵

ヤ

鎚

主

直

特

ノ

レ

9 

，，、

7王
ノ

ま！！

ジ

十

ノ、

日lj
i 勾工

全冬，、、

9 ジ

ジ

長

リ

v

f
／
 

ジ

鍛

j昆 此ノ

宋 ノ姑

ト

五
ジ

...、ー
－ 

よ五

レ

ノ f

明

治

年

永

野

uv

、同

三

十

七

年

シ

-
－ 

之

E

b
是

Ft

晋
日

b
t
ーー

ヲ

金 1 五

号｜ 高て
」一一一j 民・績

ーー

後

電

所

ヲ
LI 

下

起

ーー脊

四
三
、八
六
人

五



漣本 l！全全全 全 全全全全全会全全会全全
ス山

ノレ ー－ 一一 一 一 一一 十十十十十十十十十一 一 一 一一一

所 於 ー十十十十十
十九八七六五四三二・

ヲ ケ 五回 三二 一

撰 JV 年年年年年生手年 年 年年年年 年 年 ！f.

ヒ 精－

数 煉

ケ 場

所 J、

ーー 採 五五六五 三二二二一一 一 一一

建 掘
二 七 七 三四 七七一七｝一九 0 一二ーー 1’九.. ¥ ,, ..・. 1’ B ・.、
六三人七 三 O 五一入二二回二三入

設 ジ 。／百 六入七 七七回二 六 七二入 0 -
三五三二 七二ニー 0 六 0 0 七二

セ タ

9 ノV
、

即 鉄 全全全全会全全全全全 会全 全 全

チ 石
gq 一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一

左 ノ __.. ＿＿.・ ー＿. －同．ーーー・ - ~・ - -- - 相同国同． ‘ーー・ －唱．

ノ 運
十十十十十十十十十 十十十

ー十 十

まn搬
九八七六五四三二一 九八七

ミノ ーー
年年年 年年年年年年年年年年年

便

一．． 

る〆

プ
・園南－‘・－・ ＿＿.・－ー・ ．．．． 直 司・・・ー

t也 間入九七七五七七人六七七五周
五入七一入 三 九人五二 ニ 0 凶問

形 .. ..、.ー官官官，、、. 1・・
七五二 0 四 一 三五七 O 五四 入 二二

ノ 七入七四 九五 三一 五九四二七二
五ニー O 五五二七七三三 七五

」A，、

之

ーー

－－司F



JV ーー 百通 官官 此 ヲ プ
-1.... ，、、
、

が相五過 ヒ 所牧 j昆七 ケ －由圃・ ーーー圃・ ーー，a －ーーー・

.／..、
しー

蛍十 シ某 ーー 得＊千野三永山 ilJ 
d，、 ス 封 タ 上 プ ス 精員、精番野 ケ ケ

- JV 度 ノV ーー 使 ト 煉 ーー 煉 瀧掲野野

日 最重 毛 止用云 ーー ジ場精鋭青鵠

約 ノ 量 ノ JV 7. フ 付 プ ~、 煉精化鍛
五 水 ノ 「 毛 ノV セ 品火場煉精精
十

蛾共 ノ 原 フ 位 入 場煉煉
4l ,, ’y 杵 ーー J、 動 Lノ J、坑 場 t~
ーー

-, 
量 二之 プ機 金金道

ジ
ノ 十 ヲ Lノ 四百 ヨ，，、

プ
水本自 七 割高 9 

一一銀 ーー 動 グ 十 五分搬
十

ト 7 給式五 持 ノ ！臼
五

ヲ t島鎖噛馬 乃 六 セ-, 、
ぺ 供砕機 岩 カ 至銀 フ

ノV 給 ス ーー 機電 七十ノV、
セ ス 某投 ーー 動 割高 、

、
ン 而碓 ジ プ 機 五分 鱗
ト ジ 内五約 ト 分 ノ 石L 、
ノ

プ ーー 本二 二λ 銀四 ヲ

金之 J、ー吋鎖 一 ト 慮一
ト ヨ 鉱ー組大 石 害1) コス 理
十

、, 石 ヨ ーー
，，、 五銑 ，ス

七
五生

、
ノ 9 破格 分石英-, 

・円、． ス 約 '1¥t 砕子 乃 d，、 量

jV JV 二二 レ ジ 筒 至 此 .... ・、
I 

セ ア 十ノV 筒 一．， 三 所 一

ン ・守 ｛音八 ヲ 7 害1) ーー 日



， ．．． ‘ 

本マ水砂 掬ヲメミ十 J、九ジ上ト
L ー可 L 

精 JV 銀及拭 j見 j" JV べ約＆ムユノ、
煉ガ ヲ鎖機ジ蕊セ JV ー ユ主主流銀

場ム 加泥ユ他 ユ ン セ 十 ジ デ1 出ト
L 戸、 ーー・

＝ヲ J、建ュ荒 ト シ アマスヲ

7 採プ各致硫キ Lノ－ト税b 困 JV 此合

J、集ー樋ジ化鎖銀」ノ『Y 定ガ ・ 銅 有

明ジ個ュア儲 砂 ヲ 銀 拾 銅 ム板ス

治之ノァ鍛ポト合従取板〉 上五

ニヨ i昆山砂銀細 有 者 て 装 ーユエ

十 9 采ヶトイ 長キスヨ前世日 J、鍛

二 精鍋野鎖在鍛えソ者上一時尾

年金中青泥ス泥ニ得ヨ守同々 ノ 、

以スニイとトノV ト銑タリリ掻水四

？］~ 投精及ヲユ尾 JV 得 J、キ銀牽

百 ジ燥 Mt以 分ア毛ター Jf：｛ヲノ

封 粉 場 化 ア離 ー ノ ；v 日ソ 塗 固

反 砕ュ蛾更ス個ノ、毛約ア抹定
、、

杵 ジ主主水ニ鎚ノ十ノ百精 ν 銅

七 夕：段銀之砂三人 J、入金 ア板
I 

十 ノV シ等ヲ中角 ぺ二袋ス金及
、 、、

二 後硫 ト ニユ形 JV ~ 横某銀四
本 分 イ と ニ 蚕 J、尖セ ペ振量ノ 蚤

ヲ 離鍛分ノ f1可匝！ン ノV 和l J、吸ノ、 ー寸
使 鍋水雌クホ内トセ板－・牧横

L-

用 ユ銀スヰ ー ユノン装日 ア授

セ 移等而 JV 部活金と庇約有銅

ジ ジ J、シフ ノ過トノ上百効板

モ ア之ア I IPJ1 セ二金ヨ ニ ナ装

同 ジュ鎖ご i日ジ十トリ十ラ i任

入



杵

十

本

三

十

九

年

之
ヲ

量

等

山
山鈴鎖

昆

f過
主F‘

明

治
ゴラメち』

コー会ノ、
_"']_ 

メト
C:L 

J、．
~－ 

ノ、凶

左十一十十十L

’
 

←ト

増

設

ノ四五・・-ノ，、七八九
ー十

ヲまII年年年主手均二年年

康

ブ

八

百

五

十

封

皮

杵

十

本

ジ9

、

明

治

三

十

四

年

以

セジ
精

煉

銭

量

ハ貧
）

産

三
三
人
．
八
五
七

一

三
八
九
二
七
四

一

三
五
七
」ハ
入
九

一

三一

三
・
五
二
二

問
。
入
．
入
一

二
九
問
、
三
七

七
O
七
、
三
ム
ハ
ムハ

ケ

野

青

化

精

煉

場

J、

山

47

此

措

銑

精

娘

場

ヲ

施

行

Z

、
某
方
法

ヲ

ノーー

距

離

ノヨ, 
部

分

－7

洗

活
在
神
y

ノ

青

化

精

煉

セ

レ

タ

フ

金

量
ハ匁）

う
九

二
ハ

一
0
．六
六
二

入．一
ニ
O
三

四
．
五
六
O

三
、
四
六
四

六‘一

O
七

ムハ‘．
4

ハ一

占ハ ・
来
精
煉

産

トーー

銀

最〈
匁
）

．間
三
五

－｝、
O
凶

二
三
．四

九－
一二
五

一二
J

一
凶
九

四．
0
三
五

同
二
五
凶

ケ

野

掲

鍛

精

娘

場

ヨJV 

ノレ

鎖

昆

ー

－ 
，，、

於之
ケ

ナH ソ

鎖

石

量

金

銀

産

出同

ジ

タ

JV 

同

四

十

年

七

月

夏

ーー

ジ
串肱
金
率
〈
抑山
止

リ
〉

0

．oo－
－
五

0

．00二
七
四

0

．00
 

。
、0
0
一
四
五

.；，、 銑

尾

及

自

稼

精

煉

場

池

Fド

左ー
－ 

0

．000
入
五

0

．00
ニ
O
七

。
、
0
0
0
九
四

環

。 銀

δ率
。制：
- 11: o 、l
- v 

0

・0
0
ニ
入
四

0
．0
0
六
人
一

0
．
0
0
二
九
人

0

．00
0七
九

0

．00
一
三
七

0

．00
0
五
九

イ民

ト

｛
！
3

L

、
ト
』

3

、、、
a

汀川
e

E

mノ
－

rj
」
l

阿
一

’ ー

於

~ 

JV 

:3 

キ

ノ

主11

ジ

沈

澱

セ

ジ

メ

ブ

過

剰

I 7j( 

ノ

九



F一一 －も一‘ 『F

銀万以 ヲ 一時一注強 置 五製分合分

一， 分上使液伺力II サ ジ ノ f~き ノ 量 ヲ

ア ノ ノ 用 .... ・‘ ーー Jえ 万液 'E 出 五約去、
リ ニ 方 3ミ 之区満分 ヲ ノ 槽 乃十 , 

、
7 乃 法 ヲ 分出 ノ 摘 ーー ーー 主五後

I 
..＞、 至 一．， 貯 セ ジ七、出 ジ装入ぺ之

五四 ヨ 液 フ タ 万 セ うF 入 ーー ノV ヲ
、

事！銀 , 塘 ；v JV 至 ジ其 .A ヰ目 セ 地、
ト 十精 ーー 、 貴入 メ 量此 首 ン上

.A 万燥 迭問 it量 ノ 再 J、 i緊 .A ト ーー
しー

売・ ス 9 個 J、青 ヒ 鎖梢ノV ト 数

ノ ;v 青 ノ 長 イ七 鍛尾底ノ ナ 寸

三銭 化亜サ 加尾百 ヨ 量 ヲ ノ

一・． 尾 加鉛二里 ヲ 貫 リ ノ タ 厚

ジ ノ 里 画十液同 .=. 注石 』、， サ

ブ 量 ヲ 内一二注調入友時 ーー

質 J、 カIJ ーー 尺百 ーー ミ／ コミ ヲ J、散

牧ー ，、、 導五民 ブ 六 ノV 加之布

率 日 プ ヨr 寸乃慮十青へ ヲ 三J、
..＞、 五 適法幅至 Jll~ 貰化 プ 簡 7 

金千 3ヨ： 一ー 一 一一 一 ジ ト 力；l 入 ヒ 天

ユ 貫 ノ 金尺百 タ ス 坦千 プ 日

ア ナ 強銀渓五ノv 乏 縦 貫細乾

9 リ サ ヲ サ十後 ヲ
J、

入末燥
‘ 強う7 英 ト 沈一員・英二 ') ト ー

－＇，、 ロuロ ナ 澱尺 ヲ 百 十 サ ノ ナ 附
。

八位 ν セ ーー 槽貰四千四 fノ ス

骨l J、 ．司 再 ミノ ジ 上 ーー 時分個之 ポ

二 金 ヒ ム :t ヨ it 間 ノ ノ .：：：ー 分

ぞ百
、

之其十 '} ジ 放了木万 / 

一一一一 一 一 一『’



ヲ

年

四

月

二

百

五

十

封

皮

杵

四

十

本
、
岡
三
十

搬

出

一

兵、
銑

一

主

ト

ジ

，
y
胡

摩

目

坑

道

ヨ

9 

明

治

三

十

七

年

即

チ

本

精

帥
球
場

ノ

設

置

以

来

精

煉

ーー
供

セ

JV 

鉄

足

量

、品

位
、
金
銀

産

出

量

等

J、

左

ノ

如

ジ

貧 背 目回” 事完

内
棟 年

政

雑Z銀を 金き
1•''- 鎖

有分〆中’ーi尾、底、 尾

王手 〉 金 量

銀，-.,A....，金、 五、回，， ） （ 別~き

明

泊、

0 0 三一
一 十

一。。 一(J 
四六 て --; 0 0 ・七

~－ 3i 入五人 －・ （） 二
そっ七一一九九 二五
0 入 大 O 三 九 五回 O 年

l司

0 0 七ユ
ー・・七

ー入 一一 0 0 入十
四五 』－； . -; 0 0 
～丸つ一 四九四三六O 五三二二 O三 七入 人

一九九 二 五六 1i 九八年

同

0 0 七一
一 一 ・・ 。

四三 一 0 0 0 九 十

七七・ :h.一・九.o一 0 一 九
一占五 四 一 0 ~ 
てぺ九 三四 七七 四 五
五五入五三六一五八年

同

0 0 六 回
1・ ・ ーー・

九一四 0 0 コ
一 一 0 oニ十五入．．．、 ． 

七 －八－ 三 ー 三二 O 0 
入九 三 二五 六四 O 年

0 三 六五 O 三二 O

永

野

掲

鎖

精

娘

場

~、

明

治

三

十

二

年

五

月

百

二

十

封

皮

杵

四

十

本

据

付

ケ

セ

フ

f V 

、
鎖

石

ヲ

混

宋

法

ーー

ヨ

y
精

娘

ス
、
英
量
，，、

日

約

四

千

貰

ナ

9 

ト



石煉

t易 ノ

位

ーー
於

J、ケ

金

十

万

分

ノ

JV 

全

ク
一
同
一

ト

量

、

金

銀

産

出

量

等

ノ

年
明

治

三

全全全J、
ユふ

ノK
.I. 

四

ー十十十』十ー十十

燥

場

本

精

煉

場

ノ
') 

ノ三

番

瀧

精

娘

場
ヨ

方

法 ア

ー
－ 四五ー’－J，、七入九

L
B
 混

京

後

J、

左

~I] 

精

五五六煉
二五 O
三六九 鏑

七五六量

え主会賞

年年年年

五
五
六
，
九
二
五

六一

O
、一
ニ
四
九

四
一
九
二
九
三

年

五
二
入
、
九
七
三

年年附

属

ト

ミ／

プ

ノ

鉱
尾

リ

精

煉

ス

露

戦

役

後

建

築

－＇，、

日

まIIノ
一
、
銀
十
万

ノ

ーー
ジ

ア

精

煉

方

法

一
山
ケ

三／

ス

、

明

治

三

十

四

年

以

来

精

煉

ーー
供

ト産

最ハ
匁
）

金

、O
五
O

ム
ぺ
二
七
O

一
0
．
七
四
三

九
、
六
九
六

一
三
・
ニ
八
三

九
二

－
入

問
‘
ニ
九
四

日

三

百

貨

内

外

部

分

ヲ

山

ケ

四
三
一
凶

一
康

二
七
二
四
一

一

ニ
二
二
七
六
一

一
一
一
一
．
九
八
五

一

一
三
二
五
七

一

九、
O
九
七

一

回．一

二
玉
川
一

銀

産

最
ハ
匁
v

ノ

鎖

尾

ヲ

手

奇

と

5
Lt
h必

H
a
s
p－

d
l
＃

f
d
F
J占 金

一

E

o、0
0
0
五
O

一

語字

。
、
O
O
一
－
二

0

．00二
O
五

0
．
0
0
二一
一二

。、
0
0二
五
一

0

．00
｝
ム
ハ
凶
一

0

．00
0七
O

精

煉

ジ

待

野

指

鱗

精

ー

－ 
於

ケ シ

JV 

鍛

石

タ

銀

王手

0
．
0
0六
九
二

0
．
0
0四
入
入

0
．
0
0
四
二
三

o、
。
。
三
三
間

0

．00
二
四
九

0

．00
－
入

一

，、、．

0 

青 i8
化 I~
精 I •\. 

ヨrJV 

同

ーー

着

手

ジ

明

治

四

十

年

末

竣

成

シ

タ

リ

、



本 ヲ ジ本因虞 随建 J、 坑本場其、 、
精鴛 議官 難 ヨr プ ブ 設青道精中規

煉 Jス 、由・- 巡 ヲ 乾 v 業 セ 化 ヨ 燥之摸、y
場 ヲ 金廻戚燥 ,?, 運 フ ？主 , 場 ーー ノ

しー
ーー 得 銀ノ ス場 ヲ 搬 L〆 ーー セ ーー 及大

於 サ ノ 嘗 JV 若使 － ー
タ ヨ )V 於 フ ナ

プ ;v 賓時 ::r ジ 用 勢 JV , 鉱ー プ 司王 ノV

J、 ヲ 牧精 ト ク ミノ f J ヲ 精石川 ノ ト

一 遣奉燥少 J、 鎖 ヲ 以 煉 ノ H両 ナ 設--, 
日 ’戚 フ 1島 ジ乾泥省 7 三毛 機及 ジ備

優 ト ヒ J、 燥取
、

ク 鎖而械 胡 ノ

ーー ス ノV 漸 強扱 ::r 石 ジ 撰摩 フG

四 タ ク ト 一．， ト 及 7 ~i~ 日 会

万 Jl;久L. ヲ 使 大 鍛 本 ヲ 雨 ナ、
主f ァ・ 成 要 － ・9 ナ 尾精経坑 Jν 

ノ し〆 ジ よ弔 セ ノレ ..＞、 煉 タ 道 貼、y
鑑 ス タ ノV 9 モ )I悶 rH ノv ヲ ーー

」 、
石 ノ JV ＝， 随 ノ 次 ..＞、 ~ リ Iiミ
ヲ 効 ノ 7 ア 高 土 ノ 搬 ブ

精 カ ． 、、 ナ 従 ソ 所 地 l.U ，，、
、

煉 等 ーー ク 来 叉 ヨ ノ ヲ -t 九
一寸

ミノ ーー γ 且 ノ プ 9 高 i昆 フ 州、l
符 間 プ ヅ ま日 低イ民采 ，v 地
d、、． ニλ 英 ク ;r. 所 ヲ 法 、 方

キ JV * 鴻非 ーー 巧 ーー 鎖 ノ
L 

設 詳 古式 過 常 式 白 ーー 附石 現
I 

－， 
備 細 j験 ーー ノ フ 然利 ジ ト II寺

ヲ ノ 於手 ヒ 落用 其三 ノ

ナ 報 一ー ブ 数 JV ジ 鎖番 精－

告属 タ
;i: 

7 尾 am. 煉セ ~ 、



君主

石

ノ

n 

f!f: 

リJV 

機
械
器
民
一
類

混

一

来

精

煉

問

ノ

重

ナ
金

百

万

分モ

，、格

子

筒

JV 

ノ

入
、
銀
英
十
倍
ト

電

動

機

ご

百

馬

力

ノ

＿，.、

左

ノ

ス
、
而

ジ

－Y

諮

北日

ジ

掲

鑓

杵

「
グ

1
ッ

し

式

哨

岩

機

破

砕

カ

一

時

間

二

十

乃

至

二

十

五

噸

ト
ス

自

働

給

鉄

器 一
本
ノ
重
重
入
百
五
十
封
皮
ニ

ジ
テ
五
木
チ
以
テ
－
組
ト
ナ
ス

固

定

鋼

板

装

置

尖

箱

横

振

鋼

板

装

置

「
ク

キ

JV 

フ

レ

混
一
来
鍋

分

離

鍋

一

電

動

機

十

尽

力

1
」
淘
汰
機

ーー
設

置

入

0 
一

四...L ，、J.... ，、...L ，、四。
セ

Lノ

フ

タ

’ 



分

配

槽

鍛
製

ユ
ジ
テ
直
径
三
十

問
、深
サ

六
吹
三
吋

ト

ス

惨

出

栴

餓
側
副
エ

デ
テ

直
径
三
十

吠
．深
ザ

七
吹

三
吋
ト
ス

貯

液

糟

鍛

製

ニ

V

テ
直
径
二
十

閉山
‘深
サ

十
吠
ト

ス

鉄

砂

精

燥

用

一

受

液

槽

北

町

刊

叶

汎

岨

寸

暗

間

十

九

尺

・

深

サ

九

尺

－

一

ジ

テ

一一一個

貴

液

槽

涜

け
舵

断

M
．
市
十

円
深

サ
玉
沢

一一

ジ
一ア
一
一
一
側
エ
匝
分
セ

E
ヘ
日
。
日

長

サ
二
十
五
川
町
、幅
三
附
川
、深

ニ
吠
三
吋
ニ

V

デ
三
個
ニ
区

E
を

キ

分

セ

ラ

ル
木
製
ト

ス

離

心

蜘

筒

f

真

空

蜘

筒

「電

動

機

三

十

五

馬
力

沈

澱

槽

直

径
二
十

吠
・
深

サ
十
五

吠
ノ
国
錐
形
鍛
機
ト

ス

溶

解

槽

船

一

削

一
一宮
市
一
師
や
－

yu一
周
蜘
叶
一
川
駅
、
誠
心
U

沼
状
…
郡
山
町
戸
咽

歴

カ

槽

餓

製

ニ
V

↓
ア
直
径
六

円
長
サ
二

十
吹
ト

ス

鱗

泥

精

燥

用

一

一

空

気

廊

搾

機

一

空

気

健

餓

製

ニ

ジ一
7

直
径
三
即
m
．
長
サ

入
吠
ト

ス

四ー且．
／、

一
五



2掲揚泥銭
, ヨ 一官 , 留 即 本

ヰ鍍 ーー J、等下 , 橋落 ス チ精、，
JV 場於別 ヲ 方揚鍍下英大煉

フ ヨ ケ ーー 分九 鑓 機 セ 残 サ 場

L’ 9 JV 青離尺機 ア ｝］.ノ 留一 ーー

下 ト イと ス 七 ーー
, ~ 久 吋迭

L. 、 、
JV 竿致離淘方異精水寸供而 ノ フ

汰二ナ 煉銀 ノ 手合 ジ ト 毛 以 3ー， ／『，，、、 ヒ
、

機十 フ 場 硫 位 ス プ 共 ノ 下 ラ 日開 ノV
、

f市一’ 九 コt 「ー イ七 置掲錯i ーー
，，．、 ノ レ タ
-, 

プ 尺 流鍛 一．． 鎖イ？？車グ 毛 タ
、

分 ノ 設等尖 機 ーー ::::.. ノ JV フ．

離位 コぇ J、 キ告 ノ ア 7 ツ J、鍛 Lノ

セ l賢 £混両 前 ノV 鎖足 前i石 ツ

フ 一．． 橋 来 汰面鍛 {ti" p商問 ノ、 ス

レ鎖 鍛鍋機 ーー 石 ーー 正．ι三ui ヨ 之
、

タ 砂 精分 ヲ ノ、 ヲ 連機 9 ヲ

JV 用 燥離設 同 自 搬 一ー 落 格

銑青 ノ 鍋 置 定働 .7. :f 下子
、

砂化 方 一” ジ及給鍛 ー ジ 筒i
..＞、 結‘ 法 プ プ 横錨i！合 吋 大 ーー

木煉 及混鍍振機 ノ 竿 ナ ブ

製場 /I頃末砂 銅 内下大 ノレ筒
、

樋 ア 序 jl; 鎖板 ーー 方 ーー ~ ヒ

ヲ 9 J、
ーー if£ 装落二破 ノ 一』 4

、
一以 大 山付 及置下十梓 J、 種 一

ー量．，、

ア 鱒 ケ ジ ヌド ア セ 八 ． 三／ 筒 ーー

長 尖 野 JWJt 銀 ソ ジ尺節上匝、 、
分サ 会首 掲砂硫之メ ノ 間 一・同

｜異及 鎖鋭化 之 所 残
ス

ヨ ヨ ． 



ブ P~p 吸 ノ 上 シ 乃十 リ 液 鎖鎖 ヲ ナ

金筒取五 ーー 1首 至 七 水 ヲ 砂砂充 レ

銀 ト 及 ノ 其 ク 二尺分加 ノ ... ，、 満 JV 

ヲ 建鎖青ー 放 ノ ノ ヲ へ 分一 セ 九

曲結砂化害•l 置青所吸 プ 配 様 ノV 個

内 セ ノ 加乃 シ イ七 ーー 取 鏡 槽 一．， ヲ ノ

ノ リ 惨里 王之加設 ジ砂内槽以分
、 、

古1J 金出液ー ヲ 虫置後 中 ーー 底 プ 百己

亜銀 ーー ヲ 害1) II両被 セ 事ド ノ 充 ーー 分管

鉛 ヲ 際以 五 出 ヲ フ 出 酸 i雨沈配 ヲ

ーー 溶 ン． 
ブ 持 セ 鍍 /I〆 口 分ス i殿管具

附解 空鍍 量 シ 砂 、 ヲ ヲ ノV 推 ヨ フ

着 セ気砂丈メ、 ノ i密閉除 ーー F責 9 JV 

tt JV 吹 ヲ ケ 次三出 ~ 去至 ス 1民分

澱 青込洗注 ーー 害•l tn :t ジ レ ;i’ 出 配

セ 化ノ
、

1属 加強五 中 鎖 次 J、 ーー .A 槽

ミ／ カII 使 ニぇ ジ サ 分 ーー 砂 ーー 某 至戸〆 ーー

メ 里 ーー 而之 千量投 ヲ 槽流 JV 鎖流

母 液供 ジ ヲ 分丈 ジ車底港ヘ砂港、
政 ..＞、 ス 7 揃 ノ ケ ttr 一， ト ヲ ジ ス

、
.＞、 各 ノレ 鍛 iu ~ r審 i夜移建断 ノ 此

之之 ~砂 セ ノ 出 槽 るノ ナ チ 鎖槽

ヲ ヲ メ ーー シ 青槽 ヨ 之 /V 之 。己内

亜亜 i安附 メ ft ノ ') ヲ P~p 一ー J、 ーー
、

鉛鉛 出 着次 加底 強 分 筒 ア 槽 J、
七

幽 匝I1＇曹 ス ーー 里部サ 自己 ノ ノV 外 始

ノ 内 ノ JV 強 取 ヨ 千 柚－作 カ ーー メ

下 ーー 底残 サ ヲ ') 持 ノ 用 ') 溢 ヨ

方 導 部液 万鎖注 ノ 下 ーー 演． ') 

九 ヨ号 ヲ ノ 分砂 入 一方 電』轟
格L る／、 Jj上~ 



ヲ 貯？：2; ヲ 化及 入 .::. ーー 国尖月j 液尺

i前蔵気以加青 セ 移鎖錐箱 ーー 手曹 ノ
、

ツ セ 座；？
I 

里化 .., ジ 泥形淘供 ーー 所
JV ジ 搾 フ 液加 l‘ 同 ノ 沈 汰 ス 返 ーー

亜 よ‘ 器 ヒ ノ 里 ノv I時沈殿 機 進 ア
、

鉛 而 ーー JV j昆液 ーザ 澱 槽 ーー ジ JV 

i遍 ジ プ タ 合 ヲ 又青 ヲ 内 プ 蕗 ＇；らi:. 

内 7 常 物放鎖化助 ーー 分 ーー
披．

、

一ー 総 ーー
フ． J、 吐拠加成 導 離 青棺

移過平 ν 之循 ヲ 里 セ ~ セ イと ーー

ジ ジ方 ツ ヲ 環 境 ノ シ過 フ 加流

金 タ 吋ス歴 セ 持稀 孟‘ 剰 レ 里入
L 、

銀 JV ーー ニカ :,,t ス 溶某 ノ タ ヲ セ

ヲ 賞付麗槽メ JV 彼沈石 ;V カ日 ジ

沈 被 当 入 ーー 金 ヲ 澱 次鍍 ，、、 ム
、

澱 J、 八 ジ迭銀 ノ 鏡物 ヲ 混 ブ 而

セ 之十貴致分 目 混 J、 加 及 所 ジ

v ヲ 封液 三J j 自9 ノ 国 へ分 要 ブ

ム貴度 ヲ タ 溶 ーー 四錐 7 a己 ノ 其、
｛旦液乃憾ノV 解 ヨ 倍部其：槽 強母

シ槽豆油後 セ ソ 量 ノ 酸 ヨ サ 液

亜 ーー 百 ス ~ ν 離注尖分 ソ ノ J、
、

鉛議封｛旦気 よ‘ 心加底 ヲ 1益 "' 離、
J、 , 度 シ錐而i P~p ジ ヨ 除 流 ノ 1l' 、
其悲座~中 シ i甫之 リ 去 ジ 七 目印

H)J ヨ j） 気 ノ :T ヲ 一ー 鎖 ス タ ナ f毒 人

'} '} ノ 鋒；座鎖以空泥 JV ノV y 一守
タ背lj 空 中縮泥 プ 気溶 ト ーヲーエ 再 ヨ

JV El 気 .::. 2さ 2之鎖 ヲ 解 n•1 ノ ヒ '} 

毛 告合 ヲ J、 気青 iff. 吸梢 11.'f ，、 f史貯



守，ー

ト ーー ll~ ス 小 金 山 ヨ硫由j .I- 銅附 /-

う？ ブ 金ノν ナ J、 ケ ') 酸亜相等差 ヲ

二九 決 ト * JV 日 野成 ヲ 鉛嘗不セ 直
、 、
此火稿銀銭下永 ）＇V 加 ヲー ーー 純 ジ ヂ

金ニ ジ J、 製皆野 モ ，、、 携亜物メザ ーー-, 
塊；F 開冷， Lン 山及M ノ ブ 持 鉛 ノ 7 使

J、熱砂却 ト ケ 一 タ -: 乙 ミノ ｝ ．， 存使用一、
多 ジ曹 三J JV 野番水 一．． ヲ 附在用 セ

少之逮 プ ト t島瀧 ごユ 伴 附 着 ーー ス .A 
、 」 、

銀 ヲ 柏、再 ーー 鉄精 7 フ 着 ジ拘是ー

ヲ 熔石 l! 入精煉洗亜沈 タ フ v 日
、

合融硝、使 レ煉場 1保鉛澱 JV ス純之

‘ ‘ 、 セ 子用之場 ーー ジ ヲ 物 時金梓 ヲ

青 ジ粉 ニ ヲ 内於後溶 ヲ ーー 銀 ナ 百昔

色メ 響供嵐長t7 精解洗 J‘ ノ ノV 酸

ヲ ア ト ジ鐘 析製金 セ f: 貴 完 亜 鉛
、

帯鋳共 I 内部出 ニ丸 シ落 液会鉛 ノ’レ
プ型＝ ト ーー ーー セ メ ミ／ ノ 一ー ーー 溶、 、
JV・ ーー 黒 JV 装港 y’ 某 之流亜比液

ヲ 油鉛 ト 置致 v 残 ヲ 主主鉛 レ申
L 

以入柑門 号〆 v タ 澄イ、 ヲ 一回 金 ーー

アジ塙ユ a決精ノル Rll ナ 断附銀浸
「

普五内残火金ア チ ノ・／ チ 着 ノ 潰

通 貨ユ 留
.A 

主 木 水ス涜ーー 、 『遅P シ’
｛ 

九
青 日 装 セ ブ ア ノV ト 槽 ヲ ノV 澱鉛

金内 入 ノV 熱 ヲf ミノ 内加 法 ヲ『， ーー

ト 外 ジ金 ス JV ム 7 一ー ，、、 IU :}J. 亜
、 、 」

鵡 /: 風銀英対及 金投手 JV ナ 鉛、
二九 金蝿 J、 館 ム洗 銀 ジ ーー 金ノV 面
、 」
洗塊中焼出 J、澱 分 稀 ブ 銀 ト ーー



一．． 車瓶 木量 自 鍍 J子 , j:J. 宋 ジ メ 澱
、

付敷 ノ 鉢 ノ 稼 石 待 此 上 金 銭 タ 金

A .＞、 蓋 ーー 木人 ヲ タ外列 ーー 型 ノV J、

ト 三中移杵 J、採 JV ー．． 記 比 ーー 後能

云 ．百 ーー ジ 四各堀金自 ジ ジ注欄 ク

ヒ 六入水本 自 精 塊 稼 タ 品入砂乾、 、
而十 ν ヲ 乃 ーー 燥 ヲ J国ι主 ノV 位ス硝燥

ジ 九炭加至鎖 セー負精劣 ノV 子 ジ

プ 肇 火 ，、、 三石 ジ 定説煉等 ::7 粉 硝
、

之 ア ーー プ 十 ヲ z‘ ノ RP 法ナ ト 曹石

ヨ ブ 陶本 採 ヰ目 チ .J・、 リ 等蓬 ヲ

リ プ 熱汰 ヲ 掘 場銭何 凡等加

生一 ジ ジ且 ジ ヲ 主 レ〆 ブ ヨ ，、
「

ス ケ 7.K ア フ 之 以 ノ 毛 t是 9 熱

JV 月 銀 ・守 JV ヲ ア 指鎖 消 成 ジ

銭 ーー ヲ ノV 水自 鎮 定 主 金 L〆 ブ

尾約飛 グ車己 主 セ 直 ノ ノV fnl 
J、百散 よ‘ ーー ノ 一．． ノV 轄 取 熔

しー

他二 セ ヲ ヨ

* 納採 ノ 扱 融附

日 十 ジ集 リ 車 λ 鱗 下 法剤着

鎖寓 メ メ j昆場 セ 場 ーー ト ト セ
、

主 貰之之宋 ーー ジ ヲ 施・ 異 共 ノV

直 ノ ヲ ヲ 精蓮 よ‘ 自 行 ナ ーー 盟

轄鎖鎖茶煉披 JV ；謹 セ フ 黒鉛

ノ 石 主 改・ ヲ ジ 方採 フ J毛 鉛等
、

下 ヲ ーー 若行五 I去掲 JV 比土首 ヲ

ーー 混 納 ジ ヒ 十 ヲ ジ 、 金禍酸
、

悉宋 入グ 後封 設精 .:f: 塊 中化

ク 精 3屯 ，、 之度 ケ 煉 ノ J、
ーー セ

｜青 煉
、
＊土 ヲ Jn 7 三ノ ナ j昆熱 ミノ

ニ
O



化 ｜一嘗ス ヲ 量東金名杵 ジ 屯牛、
一’ 時 ジ設大京量 ノ ヲ 同年尾 ？会
JI:: ~~ プ 置 ナ ノ ーー 有以 人道金 ーー
9 石 巳シノV 機事｝ ーー ブ 所 藤 山 附
某 J、メ 精銭 械 コぇ 蹄鵠有某 J、牛 コミ

ニ十 9 煉杵 商 ノV 泉 鏡時ノ鹿尾 JV、
分万 即 .::. ーー 小牧 JV 混代所児 強

ノ 分 チ 従 ヨ 川金エ采ユ有島金定

一 ノ 銀事 9 一 正率及精. .＞、 ーー 勝山 ナ

ヲ 五杵 ジ 指次官1) ヒ 燥探蹄伊 リ

合 以 ヲ タ 鎖 ！郎合夏 ヲ 銭 セ 佐 ト

有上履 9 セ ーー ーー ーー 行 ト ジ郡 ~ 、
セ ノ ジ然 ン精少 杵 ヒ 同 迄大 フ

ノV 金再 レ〆 ト 煉 ク 数 !7 時 ，，、 口

鱗 ヲ ヒ ト ジ ノ
、

且 ヲ 9 ーー 某 村

見合本 よ正 直方 ツ t脅 ト 山 女日 － ー
J、手f杵牧 チ ~:t %11 加 云問 何 在
ニ，Fコ~：・ セ 五 金 ーー ヲ 主主 v フ ノ 一ー ソ

シ百率五協
、

三ノ ナ プ 日月 渓 経 プ

ク よ正 本 ーー 百 議 j; 精治流替 慶

yiiJ 業
一．， 

於封 , 燥 一 ヲ -l! 長シ
一－

ヨ
、

年中質 プ 度 同 ジ ジ 十利 フ

政
リ

i官軍 人 ヲ タ 七用 レ 間一ー
遺 J、精加量 ノ J:l ソ 字－ ジ ジ ノ

業 漸娘 ヲ ノ 定； 7 シ ,f!fi * ヤ 号長

セ ク
ヲ

見銭 見同 よ芭 田車知見
フ 業継ノV 杵 三 鱗 誠 ーー一， ーー ノV
レ コ績 十基十石ー嬢 係ー ーー--
タ

分
セ

至五 キ 年 ノ 外 ソ 由
レ, 

ノ 9 
フ 本重頃合二本 ナ

9 、 、 、



本化裳 ト 尾年 メ ユ見積琵化 司、、 曾

ヲ i安積 ヲ 『ド ーー 皐着 ヲ ニ~ ノ 法適 々

来。 出足確 ーー 旦 ケ 手徴ノV 精未嘗 明

用槽 ヲ 設合ク 7 ミJ セ ::r 煉 主F ノ 治

ジ ノ 精 セ 有ア 之 タ ジ ド 法 本方三． 
其 六 ：嫁

, セ鍍 ヲ , 
－ ー

、 － ー
邦法十、 、

経個 ス是 フ 尾ヱ而 氏 ナ 開 ー一 ヲ 一

、過 ヲ JV ユ ノレ ノ 皐 ジ ，、 守セ ジ行以 年

ヲ 新 ， ， 於 、清士ア 青
, 意 J、ア 工、

検設喋 プ 金化世間化業見 レ之科

セ ジ定一銀精呉 氏 法 緩 ヲ ズ ヲ 大

シ且 ヲ ケ 、ノ 煉梯 J、 ヲ ヱ i曳 ：宜精皐

ーー ヅ J:l 月 七 ーー 控永以事 サ ツ 煉教
I 

成先 ブ ーー 十関 ーー ク プ 士 、 _,,. .A 師-, 
品責 ーー 二鍍五 .A 委此最仙 リ JV _.., . 
珠 慶 千石

I 
J、、内 ノV セ 地 毛 石 ジ ア ノ

期物四十ノV 試 , 
ーー 遁亮 モ シ有 プ-<fo 

、 L 

・ー4・ ト 百二 セ 験 Ht 止嘗 ヲ ノ モ 手I) シ
L 

違 ナ 貫万 ν ヲ 良 『'I' ナ 聴 、 青十 来

~・・ ジ ノ 貫 ト 施 JJ:. ノV 戸〆 ジ如イと JV 遊
L 

ス タ 鎖 ヲ 以行 J、能 へ鎖 モJ 法 ヲ ジ
、 、

it JV 尾 i見上 セ 明 サ ・キ 尾爾 － ー
説智i

ーー 五 7 宋 ヲ , 治／ν ヲ ノ 来経 ケ 尾

於百容？長官其三事詑精鉄職 リ ヲ、
プ 封－ yν ーー 牧結十情 キ 煉尾 ナ 蓋遺

一度 へ附 ジ果三 / 自 法 J、 ヨr ジ業

屠錨 占F ジ得 ト 年生 フ ーー
企...._ ヲ 嘗 .A 

規杵木 同 ，、 ジ ヨ セ 其付地以時 ノレ

模十製時 ヨF プ
, ジ試 ヨそ ーー 7 ~・、 ヲ

ヲ 五青 ーー ヨ 鍍ー翌 3電験意堆鍛：青惜



、． 、

一一・一ー山

石少十 金煉 合 本 ヲ ヨ 5〆 而 百六大

百異 二十 ユ有 山 f享 , モ ジ 五月 ーー

：分ナ 年寓遁 セ 所ク購周 プ 十 ーー ジ

中 JV 本 分 セぷ 産ノv .A 四是封，、 本、.＿＿.，.
所 山 ノ , ジ ノ ーー ニス 十等 度 五 山

、
ア 所 一 牧ア 鎖至 ／ν 一諸畿百ノ

、
ノV 摩銀金主石 L〆 ::r 年機 杵封数

’t ノ 百宰 ト ..＞、 , ト 一械二度 名

ジ鱗寓 ..＞、 ジ少 、 月 ノ 十銭共

ト 石分 入ア 量 ナ ーー 運 本杵 有

難 ヲ ノ 害1｝竪ノ ジ 軍特 ヲ 十 ノ
、

毛 分五万 キ 硫 爾 , 及 新 五 組

奉析 ナ 至石化 来電坑設本織

コ持 ジ ') 入 英 錨 作動内 ジ ヲ ヲ
、

ト タ 而事1} ヨ ヲ 業機 ノ 之増 改

三ノ JV ジ 五 ') 交 上 ヲ 事F ーー 設 メ

7 ::r ブ 分成 ニ1 及 新水伴 ジ ブ

左 ト 本 ノ , JV 経設等 フ 越 株

ーー ア 所閉 鎖 'c 済 手／ ，，、 青へ式， 
其 , 

ーー 一．， 泥銅 上 電 従化 !J 曾
、

カ来 i饗前魁分 現 於 ア ト 業 ーー

析 n.1 プ ヲ ナ 他 於 ヲ凡 出 三 ト
、

成 所依現 ノV ノ 7 曾 ア 槽十 ナ

積 産額時 ヨ 有 砂 木恭等七 シ

ヲ ノ ーー 鉄ー ト 害 カ 水気 ヲ
、

年明

記 鎖 ヨ 石少．ナ フ 力 機増 一 治

載石 ヲ ノ ク ノV サ 電 欄 設 月 一一
セ ト 明品 青 毛 ノb 気 ーー ジ ーー 十

ジ J、 治位化 ノ 利 曾 ヨ タ a，、 五．
（ , 
鱗 多 一 ，，、 精 ヲ 盆 赴 リ ．入 年一



ニ四

ア 枇銅鈴銀金水
ν 
チ
宅

ー
素 分

全全霊痕 0 0 0 

セ O Q 五
ズ跡ーコ 五

石型車 52. コ潟銭錫
rマ
／レ

灰土紛 ト 俺

0 五全痕 0 一‘現本

－－・ 一 0 0 セー
入四 勝七 入 メ

γ蜘 蔵官 協 普

除法
グ酸

－.＿！，， 酸策主主里 土

入
七人 0 0 三 O． ． ． 1・1・． 
三二四三一回
六五人三三三

一一一一

機

械

器

具

類

ノ

重

ナ

JV 

リ
ノ
、
精
煉
用

一
基
ρ

百
三
十
馬
力
二

基
ρ

七
．
均
力
、一

肇
ρ

五
馬
力
、
一

蚤
ρ

三
馬
力
ト
ス

プ
レ
ー
ク
」
式
ニ
ジ
ア
一

蚤
ρ

一
時
間
四
百
貰
ノ
鍛
石
ヲ
破
砕

γ
、
一

一量
A

七
百
貨

ノ
鏡
石
ヲ
服
砕
ス

一

一
肇
ρ

百
貰
ノ
鍛
石
ヲ
容
M
F

、
ニ
足

y
、
入
百
五
十
封
皮
杵
五
本
一
組

－L
到
ジ
一

蚤

一

毛

ノ

ヲ

皐

ク

レ’

，，、

左

ノ

女日

ジ

本

山

品

於

ケ

JV 

精

煉

場

.＞、

日

二

高

貰

ノ

鍛

石

ア

精

煉

ス

ノV

ーー
足

ν 

電

動

機

四

肇

噛

岩

機

蚤

給

鎖

機

四

肇

F司陣J、，’‘、

ヲ

備
フ



賞 Rr 領i 敏 鎖 尖 銅 摘
泥 混 砂

板液 液 用 崩 用 鍍
鴻 捜 i饗 箱 装

キ曹 槽 遁 狩－ 出
置 機

器 若草 槽
一四

-1- ート 一 十／、
一 一 十一 一 五

個 個 個 個 個 個 組 組

F同』，，，..＿’『 F『ー《ー，．、 ”-.J－，胸、 ，.＿＿九戸『 ，＿～ー『 【－＂－『

二五

直ト三底ヲ 長製直直九一備八五人
径ス個 サト径 i!lf 個 個へ百百百
四尺； J、 備 七 J九五十 J、 J、 i五封度 五

i立フ尺 尺三直 之 十 十
径 、 、 尺径 ァ 百封度 重 度封

深 十 銭 幅 深、十一書 量
尺製五 サ深 尺 ケ 杵ノ重

二 五ト 尺 五サ五月杵五銭量
尺 寸ス、 尺四寸二五本杵ノ
ュ 、 深 ェ尺、十本一＝銭
ジ シ ＝ 深 一 一
ァ 深 サ ジサ五組 組十杵

サニ プ 寓ュ木 三
本 四 尺 内 ア四貫ニ劃 二十
製尺入部鎖尺以 ~t ジ本
ト 、 寸 ニ星＝上シ長
スー 撹ーシ長｝～

ーノサ
個 シ 持主フ鎖さ 九何

J、 フ 守告費吟吠土レ
直 板底 世民 一 、ハモ
径 備一鏡幅吋 五
ノ寸、 ヨ へ？ 千犯ニ
尺 9 鍛 四ノ択幅ヲ

上 尾ヲ百分ノ五以
深 方 ニ 容貰離銅 十ア

百ノレ ツ
ヲー 木、ニ板ハー
六 尺貰 よ充七 吋 組
尺 八 ツ製容ツ枚ノト
ニ寸 、 ト ヲ銅ナレ
シ ノ ヲ兄 、 備 板 ス
7 所 容 六 フ ー
ヰt ー’ 

ノV 個 枚
製 俄 餓 J、 ヲ



‘・ 、 『． 一、4 ・． •• ・M・ _, -• ” ー・ ， 

！ 更 ノラア尺度 之セ 子抹 本 f 

i二 両IJ ノレ鵠内 杵 ト サ 筒i掘山受 亜

水側、砕外一同 JV 上手／＝ 被鉛

銀ニ 支R :A デ本時毛ニタ於

ニア面ノV P ユニノ迭 JV 7 槽箱
4 、
！ 吸ノV 銅時 水劃描 J、致 鱗 行四 八

｜ 牧金板 J、銀ジ鎖噛ジ石 個個 ~ 
セ網上鎮ノー機岩英 J、精

，，.－－.....戸『.A-，、 ：
ラ ノーノ石供分内機之手煉庇 分 長

JV 綱吋 水中給問＝－ ニ・ ヲ撰法径 内サー
民間 八ュー

ヘ ー 銀ノ 量 早川 Jテ通 鍍 尺一十

ジ有チ三ー ト金 J‘ 0 水ニ過ア左深 貰 尺

I 1ii v十結銀－ pg及吋ス経ノ岡サ六百福ー

l内 ヲ合ノ 書 立水以 JV タ如尺袋 疋

IIヨ股ジ一夜方銀下毛 JV ジ：ゐ 深 ：

ゾジア部 ュ 尺ヲノノ後 7 fill サ

ア －ア1 ＿，，、四五、 供犬ト之 水 鉛 尺ー
製 ヲ

一 銅マ碓百百給ヲ7 通ヲ ド容五

日・板 JV 内乃封ス ＝－ 31品ニ ス ノレ寸
、.：＝与

ニ装ヌf ノ至度 給破セ吋 木ジ

ー置しムー 水六杵 水砕 サ 内 宅高
岡上ト銀百ニノジ JV 外 ス部

－ア1 品ナ及袋封割前毛ノ + 
マ流 Y 其トジ合者ノ飾 二

降 、 部
JV 出又 内 ス 同 J、トト 分

ヌt ~ノ其部此 O 入共 ュ ア ェ

」此 ー ユノ二 百 ユ分 有 劃隠

ヲ所部備立II 五五橋チス ミノ

集.：：. ..＞、付ク立十砕 3lfi JV 二
ス

日取 7 碓ケジ方封、過格 部

二
大



ーー 捕 ジ鎖 9 ノ 尺物；0: 碓 ス 上雑 ミノ
、 、

幾采鎖石而重二質 セ ノ ;!:t ヨ 物制

同 法泥 J、 ジ ヨF 寸例ノV 前註 ソ ヲ 板、 I 

之内 三殆 7 物長へ深側 J、 ア去上

ヲ ーー ノ ン 此質す J、 ク 一．． 一 司含 9 ヨ

集集割 鎖 ヲ 十金 ミノ ア妻ノν 綿 9 
、

取 ν 合粘砂沈二銀ア )l' 夜メf 布 J、
、

ミノ JV ト 土及誼尺硫幅金 ーー よ‘ ーー 時
、 L 

直 ;i;: ス ヲ 鎖 セ ノ イと狭網 プ ヲ う？ 々

径 ノ f宇泥 シ繭繊 ~ ヲ 二剥絞之、
ー』白. .＞、 ，，、 －＇，、 メ 古水木股百取 9 ヲ

、
ジ 過 拾尺 ー ヲT 各後樋銀函 ジ 01.. 、

ノV 樋樋 4 等即銅 タ剃集長 ケ 内

サ 月 ヲ ーー 二一銅ヲ チ 板タトノV ノ ジ

銅板 沈捕上
、

一 一・． 以 7 後水共一 宛袋
尺 数 プ 沈 Y ァ 置 澱 采 ア 3主 ーー 銀 ーー

ノ ！司 随澱尖リニジ器流 .＞、 ヲ 木、
三 繭 プ 池匝j おタ ーー ；邑 再除鉢、、，，，

個 古 鎖 ーー ーー ーー ノV 流 ミJ ヒ 去 ーー

ノ 4通 泥流導導後出 タ 之 ジ入

混 内 ノ 出 キ ヨ？ 更 ジ ノV ーー タ レ’

来 ーー 量沈®；~ f司 ーー
、
議鎖 水ノV 水

樽 集 少下砂 元＝ 之 ーー 昆 銀 後 ヲ

ーー L〆 ナ セ ト 残 ヲ 之ノ、 ヲ 精力fl

二七

入 JV ク 三／ ーー 存鋸 ーー ま［1~ 塗金へ

L〆 毛 ®~ ム 鍛 セ 日 i昆板 抹ス プ

水ノ 砂 ；厄 JV ア
、

.A ーー .A f！！淘
銀 J、 七 ト * 

／レ ノV 近 JV ジ汰

ヲ 一 ーー 分銀幅：Qt ク ヲ 銅 ジ

カ日 H ~t プ 等ー キ 装 要板 プ



プ 沈 ジ 害1j 間 タ 五 ヲ ノV 沈金以汰 ，、、

自 澱ア 量放ノV 害1J 槽量澱量上 ジ之

然池是丈置後 ト 底 ノ 池 ノ ノ ：？ ヲ

ーー 内等 ケ ジ 液ス ヨ 石 内約混雑 ー

恭 一．． ノ 其 7 ヲ 新 9 友 ーー ニ采 物 書

接 集青上之排 ノ 注 ト 集割精 ヲ 夜

セ 9 化方 ヲ 出企II 入共
, 

ト 煉去以

シ’ 夕方自 ヨ 事ド ν ク 三J ーー タ ス f去 , 
上、 、

メ JV 里 9 出再ナ 鎖鎖 JV 一・． 集岡

其鎖波注 ミJ ヒ ジ砂一砂 鍍 ヨ リ 樽、
乾泥及加夏強 プ 中用 砂 9 タ v 
燥 J、 洗 ジ ーー サ 相 ーー f参 ，、 抽ノV タ

I 
ス 之綿其強 同 嘗浸出之 出 ア JV 

JV ヲ 水漏 サ る〆 時入槽 ヲ セ 可1 後

ヲ 数 J、 出千 ヨF 間 セ 一ー 天 フ JV 樽

待寸各 後分波放 ジ投 日 レ ヌf 内

チ ノ >JIJ 一ー ノ ノ 置 ょ． ミ／ ーー タ ム ノ
、 、 L 

棒厚 ーー 於一同 ジ此後ア ノV J、 毛
、

ーー サ貴 プ 五量鍛時強 乾 金絞 ノ

ブ ーー 液鎖 ノ ヲ 砂使 サ 燥 J、, ヲ

敵地槽砂青糟中用千 ミノ 鎚 プ 木
キ 上 ーー ヲ 化底 ノ ス 分其 石精鉢

プ ニ活情加 ヨ 金ノV ノ 千 中金 ーー

細散致 水里 ') 銀波三分 ーー J’t 移

末布ス ーー 波注 ヲ ノ ノ ノ 《口、 ジ

ト ジ プ ヲ 入溶 量青 ニ 有 水

ナ JX 洗鎖 ジ解 J、 化 ・ー圃． セ ヲ

ジ 分 線砂相 セ鎖加相 フ 加

i市 ヲ ス ノ 蛍 ジ砂里 蛍 ノー〆 ，、‘
、

淘ヲ ジ 而四 時 メ ノ 液 ス 、

ー一 一

二
人



一．， ヲ 協： 鍛 錬池 .A 被上 ヨF 鏡 撹 ユ通、
画充砂砂 ヨ 器而 ヲ 、泣；F 泥枠少泡

ヲ プ 及中 ヲ .＞、 るノ鴻 液 此 ノ 器 量 セ

リ ノV 鎖 ーー 生 効 プ 過 ヲ 鍍 八 ーー ノ ジ

lit 毘泥 j昆 ス 力撹 ジ 去 ・泥 事l投 鎖 メ、
及 量 入砂 Jテ出鈴 ノ ジ ノV 甚 搾 次 , 

、 、
ジ 匝I鴻 鉄鎖 タ ~ ーー ;j( 液 丈 ス ヲ 後

水 内過砂泥 薄 中強 ーー ノ ケ ;v 混 ；安

ーー ーー 液 ーー ノ ク ーー サ 鴻混注 ト ス 出、
7 導 J、付 金 且残千過和加同該 ーー

洗 キ 之 ヨF 部 ツ ν 分~器 物 ジ 時 鎖際、
泥~－ 金 ヲ プ ヲ 鴻ノV ノ ノ ノ 八 ーー ジ

ジ銀貴記取過鎖ー底宇時貯 ーー 青、
プ ヲ 液載扱 ーー 泥五部分間 液 J、 イと

澱亜 糟 ジ フ 長 及 ノ ーー ヲ 乃 楠 某加

物 鉛 ーー タ ーー 時 液青蓮 下 至 ヨ 千里

ーー 流 JV 足問 .＞、 イヒ ナ 方十 , 分 液

分附入方 フ ヲ 同加 ；v ノ 二強 ノ ヲ

ツ 着 セ f主 ス 要－ 法皇 真掠 i時 サ 三通、 、
澱 沈 ジ ー．， 而 事ノ ーー 被空過 間 千 量 過

物 澱 メ ヨ ジ 業 ヨ ヲ 装器撹分 ノ ジ
ノ、 セ タ ヲ ブ 一 リ 鎖沼； ーー 持 ノ 石 易一
硫 ジ ノV 惨 残 個 プ ；厄 ヲ 移 ジ ニ 友 う3

酸 よ‘ 後出 ν ヲ 虎 上作 ジ タ ノ ヲ フ、

二九

ーー ill! 各 鴻ノV 以理 ーー 用暫ノV 青交 ジ

プ 鉛 j)lj 過敏 ノ ス 注 セ It年後化 ，、、 ム、 、
蕗 J、 ーー ス 泥 ジ 此 キ ジ 放活 加之 JV

理 十申j J 、 フ 鎖 プ メ 置 噴里 ヲ 2喜
ジ 日 亜 皆 川 拠鴻 7 ジ ヲ 液鎖 メ

タ 毎鉛 ナ 掲 ft~ 過残 プ 開 ヲ 拠 之 ｜



ーー 英本前 ア i昆後砂砕砧此青却 JV
I 

接 地 山者 リ 宋 ア ト ジ砂 ノ イと セ 筏
、

ジ ト ーー ーー 青法 マ 共 プ 等 女11 加 フ 精

タ接 ブ 比化 ーー JV ーー i昆 ト ク 旦 レ金

ノV ジ ....、 手ノ ？去ーョ ガ熔宋 i見 ーー 液 タ ジ

制i グ 明 プ 一由 ソ ム融 精 三／ ジ ヲ ノレ 背1J

分ノV 治金 ヨ プ
蒸L ジ 煉 プ プ 加 背亜

ーー 部四分 リ 得飽 鋳 ーー 熔集 へ化 鉛

集分十 少 プ タ後型 付融取 プ カH J、

中 ノ 年 ナ 得ノV ./ ーー・ ジ ジ ジ 所里再
、

ス 旬、、 ヨ ジ タ 金残 注 鈴冷 タ要液 ヒ

JV ヲ ヲ ノV 盤深 入 J、 却 ノV ノ ....、 亜
I 

ヲ 集数 モ ノ ト ジ 友 ミノ ア強之鉛

以 メ 年 ノ 品 H ブ 吹ア 司唱P サ ヲ 函

プ 再前 、位 様 所 1長 銀ノV ト J耳えl;. 内

ナ ヒ 青 li1 日 J、
ーー 言自 ーー 鍛 "}i' 十 被 ーー

9 青 化 位 普慮金 ヨ 会－＂＇－、予 よ‘ ジ槽牧
、 L 

即 化 精 J、 通理 盤 9 属 J、再 ーー i‘ 

チ 精煉 金金 ミノ ト 牧 ヲ 蒸 ヒ
、

導 而

銀i煉 － ー
三玉. 7 ナ 金分儲銑 ヨF 宝J

足 一．， 附 十十金 ス ス 離 ジ砂 P~p プ
、 、 、 、

ヲ 附 ジ 銀二盤又而 三毛 タ 鍍筒盟、 、
子－・r・‘ セ タ 七銀 ト 澱 、ン 銭 JV 泥 ーー 空合

イ七 ソ )V 十四 ナ 物 ブ J、 後 ノ ブ 函
、

Im 蓋 ~~i ノ 十 ス －＇・、 金鉱之 i密封そ ーー

虫 ジ昆 害1］入 乾 属 石 ヲ 出 液 プ

。
液金 ヲ 合 ノ 燥 J、 欄 ーー 槽金

ーー 銀掘 ーー 事l ジ 再共 砂使 ーー 銀

ブ .＞、 起 シ合 タ ヒ ーー 蚕用途 ヲ

惨.！也 ジ プ -::. ノV 捌破買て 9 股



後

好

ジ

出

ク

プ

f号
ス

随

プ

残

字幕

途

ー
－ ま也

表

l年
ジ

ブ

ジ
、
而

主lJ

ノV

ジ

カ

月

青

金

設

位

ジ

ケ

明

治

三

十

五

年

以

之

ヲ

清

水

ーー
l午f
若

ー
－ 達

プ

之
ヲ

後
国

一

青

化

雨

法

ーー
ヨ

JV 

牧

金

率

等
ー
－ 
ア

洗

綿

ス

;iノ

毛

英

数

年

堆

積

ジ

，，、
ー
－ 触j

ア

分

解

碇

径

三

尺

、

深

コλ

レ

~ 
メ

青

化

加

里

液

ー
－ 供

ス

セ議サ

ヲ

番、

ジ

貴

液

ヲ

製

出

駆

出

ノv

ス

ク

ヲ

タ

ノV

フ

JV 

次

第

ー

－ 1・

H
H
 

F
r』

ーー

、

ー
－ 金

銀

ヲ

ジ

有

機

物

沈

i殿
セ

ジ

よ‘

四

尺

木

棺

八

十

個

ヲ

中ill・

煉

ス

ノV

ノ

ジ

h
B
考

採

鉱

量

、

精

娘

鎖

量

、
金
銀

産

出

量

及

混

采

ノ

年

一
同

三
十
六
年

三
十
七
年

州

内

二

J
丸
九
．
0
五
九
一川守
一
二
六
、
O
六
大
一六
、
七
人
九
、
O
九
三
一
六
、
六
二
四
、
四
七
四
立
つ
五
O
玉
．
三
六
入

金

一
二
七
．
七
五
九
一
一

ムハコ
コ
六
五
O
一

－
五
九
．
七
O
二

一

七

0
．
一
八
一一」

一一

三
、
五

一
四

、

二

二

三

四

、

七

O
二

四
一
閥
、
五
一
九
一
二
一四、
O
入
阿
一
五
O
五
二
一
六
九
同
九
七
、
六
四
一

与
制
%
は
ハ
鍬
石
一

o
JO六
四
三
一

0
・
0
0
四
四
五
一

3

0

－
一六一一

0
・
0
0
一一四
六

0
・
0
0
一
ムハ七

向
山
へ
淫
へ
た
昆
パ
匁
）
一
三
入
、七

一
O
一

一一
一九
J
ハ
凶
凶
一

三
O
二
ニ川
七

一

一
一一
六
け

九
O

一入、一
一四
の

一

一
六
・
七
六
二

棟

古

金

市

中

一

二
八
三
一一

二
六
・

二

一
九、
0
一

一

一二
、

六

一

六

、

五

一
九
ベ

，
窪

銀
盈
ハ
匁
〉

も

一
三
．
一
入
五

二
号
入

一

一

九

、

入

五

四

一

一

0
．
七
一
九
五
、
四
一
一六

四
J
ハ
七
九

~IJ 

'.flit 

長〈
貰）

~ll 

産

同
単
（
匁
〉

明
治
三
十
五
年

武

四

五

百

復

於

ケ

ノV

本

山

ヲ

掲

載
i司

同

十
八
年

同

十
九
年



．4
 

交
ュ
、
計

ヲ尉＇t , 

生化

v 舘

ヲ

合

有

hv

且

ッ

多

量

ノ

粘

土

ア

操

業

上

繁

多

ナ

ソ

非

常

ノ

手

数

口

鉱

山

ク

慶

長

年

間

ニ

ア

リ

ト

云

ノ

有

ニ

鴎

シ

タ

Y

官
時
－
－

uv

－
プ
掲
鏑
滋
采
精
娘
ヲ
行
ヒ
毛
、
同
一
一
一
十
五
年

開

始

ジ

、

木

杵

ヲ

四

百

封

度

重

量

ノ

錨

杵

エ

レ

此

地

方

ρ

一
般

z

水

－

一

乏

ジ

ク

水

力

リ
ノ
、
積
－
プ
八
百
五
十
封
度
ノ
鎖
杵
ヲ
設
置

ヨ

ト

改

メ

勤

カ

ア

蒸

気

一

路

更

ジ

ク

ヲ

以

ア

餓

杵

ヲ

動

ス

ア

得

サ

wr

－一

ジ
同

四

十

年

十

二

月
ヨ
リ
ノ

電

力

ヲ

リ
、
是

依

レ
曾

木

用名遠大

大

口

鎮

山

川

鹿

児

島

牒

伊

佐

郡

大

口

村

－
一
在
日
J

、

英

接

見

川

牛

尾

金

山

ト

同

ジ

ク

フ

、

明

治

二

十

九

年

現

鉱

業

人

堀

内

庄

右

衛

門

外

三

川

水

車

エ

懐

y
十

六

貰

霊

長

ノ

木

杵

四

百

本

ヲ

使

ジ

－
一
至

y
銑

昆

ノ

青

化

精

娘

ヲ

国
内
問
位
金
ハ
鎖
尾
百

背
4
ハ刀出
T
〉

山
川

A
産
金
量
ハ
匁
〉

品

開

』

牧

場

一－

戸
産
量
ハ
匁
）

銀
金

0

．00三二
五
九
、
三
四
八
一

七
一
‘
五

一六‘五－
4

ハ

0

．00
 

八
回
、
玉
大
ニ

入入
B

五
一

二五
J
ハ
三
三

一 。
一金 d
i壬ヵ！こ
五 勺四 :Jr..
五六五三

。
系金 点
、宝 δこ

一 ぺ五九
八 七六九

0

．00
一
三
四

六
二
・
一
五
五

入
O
、五

二七、
六九
一一

二
入
、
－
三
五

五九
J

ニ入七



ヲ産採

掘

ス
、
鎖
石

， 

一
ジ i~i掲

鋸

機

量

ロ
ll!l 

位

ノ

鏡

石
ス
、
鎖
石
ノ

ノ

分

析

表

ア

要
水iu 満不

溶シ

分

チ
、
後
者

九

、、ー”
日

一

分俺

解

物

0
．五
O

凶
、七
O

。
、五
O

二
、
人
五

.；，、

捨

石

，、

金

十

万

分

撃事石苦
ナ

ノジ

ノV

p、

－Y

左 銀

百

万

分

ーー
t昂
ク（
鎖

石
百
分
中
）

ノ

入

ナ

9
、
数
年
前

土灰土
キ

部

分

少

タ

鎖

石

叫
ノ
奉
考
ト

ト

ーー
7 

二

吋

大

以

ノ

二

個

ヲ

各

七

馬

力

ー
－ 破

砕

ブ

ニ

吋

大

以

下

八

百

五

十

封

度

重

量

ジ

前

者

下ノ
「
プ

ノ

磁
杵
四
十
本
（
仔
培
械
恥
げ
純
明
り
繍
）
及
碓

車

生

水

及

水

銀
ス

JV 

.＞、

之
ヲ

格

子

儲

，．、

之

，，、

ヲ

供

給

y
「
ア

『F

ノV

ス

JV 

ヌf

ム」一一 モ

之
ヲ

ノゴ色

一‘O
一

二、一
一一入

。
、
四
五

ク

毛

ノ

曹

主主

カ目

思

サ

ノ

ーー

鏡

石

ヲ

掲

粉

硫

黄

0 0 l 本
元三｜ 山

附 1.. ＇~一一？と二 ｜ 所

並

以

上

ノ

大

ト

其

全

部

7

精

煉

ヲ

以
－
プ
掲

鋭

機

槍

融

ーー

ノ

毛

ノ

ト

殆

〉ノ

ー
－ 人

力 ク

」

式

噛

岩

機

（

戸

側

淵

日

制

肝

ぽ

ν ヨ

9 

成
山
戸
、
而

ジ

－7

是

等
ー

－ 供

給

ス

ス

JV 

ヲ

目

的

ト

ス

JV 

ノ

餓
杵
二
十
本
（
任

埴
繊
和

十
側

4

W
崎
明
）
四
百

封

度

重

採

取

セ

メ

、

八

百

五

十

封

皮

杵

ノ

碓

ヲヨ

ノ

，↑ド
卜1
 

γH

．
 ー－ ~，、

以9 

流

出



サ 洗銀古捕此 ノ、 装鋼 ス 銀尾板 /V 

九線硫樋 宋沈鍛 置 板 ヲ J、ニ鎖

尺物化巾 ＊；iI年尾 ジ装 吸之枚見、
幅 J、 鎖 ーー ヲ 物 ヲ タ 置 牧 ヲ .＞、

ニ捕等 導過 J、掻 JV 上 セ長 ヨ 之

尺 宋 ノ ヨF キ－ ヨ号 捕 ヲ ジ ナ ') ヲ、
深 器重之 タ ケ 分宋過 J,,、三成長

す 内 キ ヲ ノV 月 ク
、

器 キ 而尺 ノV ヲF

一 ーー 物連鎖 ーー ノV 中 タ ジ幅銅 四一

尺集質過尾一 ヲ ヲ JV ブ 二 板尺

;I 9 ... ・、 セ .＞、 ！国 以 通 鎖 是尺装五

一 タ 議 ジ之採 ブ ；晶尾 等 ノ 置 寸一 、
個 ,1V ーー よ‘ ヲ 取水 ス J、 ノ 銅上幅、
ノ よE 沈 ノV 長 ジ 銀而木 銅 板 ーー 一一
鎖 ノ i査 ーー サ 小硫 シ棒 板六 導尺

砂 ト コλ ア 四 ナ 化 プ ノ 上枚 ヨ号 ノ、
沈 同 此／ν 尺ノV 銭其周 ーー ヨ 四 銅、
澱？去毛 ア 幅 j見等木 9 ，，、 9 百板

地 ーー 1H 以 ニ 求 ノ 棒 ーー 一成 封 ニ

ーー ヨ ... ・、 プ 尺樽重 J、錨 1-J ノV 皮枚

まま , 三向 ノ ーー ヨF 絶釘 ーー 装杵 ト

致底十 ホ 毛投物 ，、、 ヲ 二 －;r;: ノ 長

ν 理分割t布 ジ 質 三九 打 i司上 I1ff うF

プ ス 市i尾二金 J、廻込 ツ ーー ヨ 一一、
議 次毎 中枚 銀樋碑 4、、． 、導 9 尺、
ーー ア －ー. ーー ヲ ヲ 内 エ〆 之 * 

キ 流幅
凶

鋭敏洗存布状 ーー 随 ヲ 銀ア 出 一一
砂尾糠 ス ?・ 得沈 プ 他 ヲ it 3ζ 尺

ヲ ヲ ス ノV ｝ν ス !!1f. 餓 内 塗 ーー ノV ノ、
沈長主主：水禰 ス 釘 一．， 抹金 鉄鋼



夏下以 出 十量 J、 ヲ 充 ク llll 本ア 澱
ーー

方 ブ 桝 個 ノ 之以 分乾 チ 山分セ
強 ヨ f両 ノ 内石 ヲ プ ーー 燥 II ノ 離 ジ
サ

リ 出下 ーー 2足鎖 粉 乾 3屯 々 錘iセ メ

千注セ
、

方投 ヲ 砂 ト 燥ノV 百石ノV 溢

分 入 ジ ヨ ジカ日 ト 塊 ジ ヲ ｝＼ J、鎖 流
ノ 、

ジ よ‘
, 抗： ~、 四 ト タ 待 内 鎖 砂ス

、
一六 次 注ア 直 ト 一国 JV チ 外拠 ト ノV

万 時 う7 入強 径六 分 後之 ノ ヲ 鎖鱗
至 間 強 ジ うT ート ト チ 之 ヲ 人 生泥泥、
-: h良 サ 八千八ノー塊 ヲ 三 夫 .A ト J、

一 置同 時 分 尺割 .＞、 十 四 J、 ノV J、 二二

ノ 、 ー
ジ ~ 間 ノ 深 合再 馬 寸 鎖 ::? 普百

青 十 キ 放 ニ サ ーー ヒ }J 大泥 ト 通 六

化 時 青 l置
-, -, 

ノ 四 混 ヂ ヂ ノ ヲ 多四十

加問化 ジ青尺 ジ コλ ス 塊 数 キ ト 金下

JP. 乃加 タ 化 五其 イ イ 芹寸 ヲ 六 像

液至里 JV 加 寸 i昆 ン ン ト ノ 以 ト ノ
ヲ 十 液 後里ノ -s 、 ブ ブ ナ 厚 プ ノ 鎖
宮店 一 ヲ 十液 七 物 グ グ ジ ？？ 英 割拠一
量時－鉄 八 ヲ 千 ーー レ

ν － ーー 慮合沈
ノ 間 最時 鉄貫劃 層 地 理 ーー 澱
五 ヲ ノ 間量入 ジ ト 乾 上法 ア 池

割以二万 ノ ') 百 JV JV 燥 ーー ，，、 9 ーー

量 ；F
L L 

法害t］ 至 三 ノ 分 ーー ーー ヲ 散頗
玉

丈縞 量 二割 木 ノ ブ ブ 法布 JV 致
ケ 出丈十量製二粉粉メ ジ 繁 ，ス

、 、
キ哲 セ ケ 時丈 惨 乃 砕砕 ジ某 多 斯

上 ジ 槽 間 ケ 出 至 コぇ 三ノ ム少 ナ ク

ヨ
メ ノ ヲ j宴1 槽ニ 粉 飾其 も／

9 ジ、 、



ヨ ミノ ーー 而澱金金金 タ 本出 メ 一 ') 
一

') よ‘ 硫 る／ セ 銀セ ヲ JV 山 ス タ 割注、
金不酸 プ 三ノ ヲ ') 合 毛 ーー ノV JV 量加

、
銀溶 ヲ 亜 よ‘ 溶牛有 ノ ア ~後 ノ ジ

、 、
ヲ 解加鉛某解尾 ス ヲ ，、 メ 槽水四

集物 フ ーー 方 ジ金 JV 掘数別 中 ヲ 十
、

中川此 附？去 タ 山 コ 起年 一．． ノ 槽六

シ之際着 J、 JV 一ー ト ジ前保俄 上時

，々， ヲ 接沈凡青ア ヲ 其 ーー 存底 ヨ 問

JV 乾生 澱 ア 化 εE 畿 地 青 ジ上 ') 乃

後燥ス ジ前加之見 ーー 化ば約 注 至

再 ジ 』V タ 記里 一由 ジ 接加 ノ 一 加五
． 、

ヒ 側 水ノV ノ 液倣 爾 ジ 里 部 尺 ジ十

熔砂 素 毛 諸 J、 ヒ 来 タ 彼分五十二

融弛及 ノ 金賞 少比 JV ーー J、六八時

ミノ ュ青 J、 山 液 ヲs ノ 部 プ 槽寸時間

銭酸素 之 ーー 1t7 フ 如分 j塞 外 ノ 間 ヲ

型化等 ヲ 於 ヨ サ ヨF ヲ 出 ーー 部乃以

二 名｝ ノ 持 ケ ') JV 部試 ジ 排 分至 プ

注ヲ 克離 JV jffi 青分験 タ 出 J、 ニ縞

入加斯 ジ 毛 ゐJir~己,.. ヲ セ JV ジ再十出

三／ ，、、 一国 ノ 函 ヲ 掘 ジ 鎖丞 ヒ 時 セ

プ プ 貼ナ ト ニ牧起 一司 尾 地青間 ご．，ノ

所 熔 火 Jν 異迭得 ジ 百 ノ 一・－ イと ヲ メ
、

謂 融 ジ木 ナ 致セ青分 2芸堆加以終

金 ジ之 槽 JV る〆 ') 化ノ 地蔵里 7 ') 
、

盤友 ヲ ーー ::r 金 法五 一．． ス 液 縞 ーー

ト 吹燃入 ト 銀 ーー 以堆 ーー 出 鎖

テ 法焼 ν ナ ヲ ブ 上 積 ブ セ 量

ス 一宇 セ 之 ジ 沈 牧 ノ ジ i・4～ιE． る〆 ノ

・・ー

．、、一Jf



J、

金

ーー

而

ジ

ア

質

牧

率

明
治
三
十
八
年
後
－
一

於

ケ

ノ

如
年m 同

R帥金
』
甘
「
金

（
銀

1投
漆

鎖

山

爾

後

少

名

ノ

有

9

鱗

昆

ノ

青

化

精

煉

ヲ

開

始

セ

リ
ノ
、
目
下
水
車
十
三
華
、
杵
二
百
四
十
八
本
ヲ

ジ

機

金
〈
繍
石
一
円
分
中
）
一

量
ハ
匁
〉
一

量

き≫11

位銀

産

ハ匁〉ハ匁〉

金

寺E

通・ー

ア

八
割
、
銀

五

割

内

外

ト

J、

ー
－ ア

J、

プ

ス

, 
ラ

, ノV

採
鎖
量
、
鏡
石

品
位
、
金
銀
産
出
量
、
質
牧

率
・
等
..＞、

左

ノ

明

治

三

十

八

四
．
三
五
六
、
二
四
O

0
．0
0
一
九
九

六
0
．0
ニ
六

四一、一

一
四

一
入
、
九
一
ニ

四
七
、
四

同

四

十

年

二
、
七
九
九
よ
ハ0
0

。
、0
0
一一一一

三
七
、
一
七
七

二
六
、
六
七
九

一0
．
四
九
人

七
人
．
入

三

十

九

年

玉
、
三
六
四
‘
二
一
O

0
．0
0
一
七八

七九、
。
四八

五
六
、
五
一
一

一一一
一、五
三
七

五
九
‘
二

生f・

同

v 

ノV

明

治

三

十

七

年

現

鉱

業

人

奥

田

柴

之

進

外

三

一

同

三

十

八

年

末

ユ

至

一

渓
流
一

漆

金

山

ρ

鹿

児

島

勝

姶

良

郡

蒲

生

村

ジ

採

鉱

セ

フ

ク

ー
－ B帝

ー
－ 及

ノV

ス

ーー

在
リ
、
其
後
見

明

治

二

十

年

頃

ジ

.；，、

ー
－ 
7 

タ

屯

ヒ

探

鉱

地

ユ

精

煉

ノ

規

模

ヲ

改

メ

”む



木 銑三ノV ー銀チ石現里ノ

山第 第第青尾 タ毛同四 f島二時保落
コ一一化ー 呼百

ユ同同同精ニヒノノ十之主採 ＝差

於 娘同青、青二ュ堀及ノ

ア ノイとま日化ノヨセフア

青精ク精苦t) ') JV モノV

鉄 百化煉某娘合青鉄 ノ所

尾 貫精ュ残ニナ金石アユ

ノ、 ヲ煉附 i宰ア 9 債 J、 y 設

夏 鍛 ユジ J、 J、ト格ー置

日 号ョ二再鎖云二ケ ジ

ュ ー二 y y ケヒ尾ァ千月 水
五 0 0 得 中

J、 1z 1z 1z JV i投 月乾 国約 力

天 青金 得債燥ノ 内七 ヲ

H 量セ格ジ金 外 万 利

乾 JV 約ア銀 ノ 五 用

燥 青千青ヲモ千セ

ヲ 金五化悉ノ貰 9
行 o同同o金 事 三官ノ百精ク アユ 而、

ヒ一、 J.、． 五、中量園煉溶 柑l ジ ジ
／、

冬 季及ノニ出出 7 7 

日 銀 品青附セ ス揚水

-"'- ~.1 位金ジジ £鎖 車
同同銀 l'i'J

J、九 九八合 J、ヲ又ム 品混 同

姐元凶孟 左産更ノレ 位采 ノ
上 ノ出ーコ J、法距

入

薪（燃 如ス乾ト 金一杵離

ジ而燥能 五重十 遠
チ料 夜＊

用ニ ミ ノ ジ J、十】ーキ

乙、 アアサ 八 銭デ J、



明

治

問

十

年

ー
－ 於

ア

金

銀

産

出

量

ノ

増

加

ジ

31 

ノV

J、

採

鎖

量

ノ

増
加
、
品
位

ノ

」一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一 一一一 一 』

ー
－ －プ

乾

燥

ジ
、
之
ヲ

三

百

五

十

貫

容

量

ノ

木

梢

ーー
入

レ

七

間

ーー

プ

I
 

伊

ノ

青

化

煉

ヲ

ゑ写

JV 

ヲ

普

通

ト

ス

、

青

化

加

里

液

J、

強

サ

千

分

ノ

四

乃

至

五

ノ

毛

ノ

ヲ

使

用

ス

nバ
n
M
 

治

三

十

七

年

以

来

ノ

採

鉱

量

、

金

銀

産

出

量

等

，」・、

左

ノ

ま日
ジ

百 内
r-』 ，L司ー「

ニ銀金銭煉
警t
ス 繍

銀金 Pレ 産 繍

銀

来 考i 書合ノ11 空ハ 冬ハ ハ季最 長き九 量き（ n11 

明

治
0 0 

一一一。。
~ Q十。。

。一 一 二 三 0 （） 七
七 O 六七 回一五 0 0 
。五 0 - - 0 0 年

同

。。． 、． 四四一。。
0 0 三二三十
0 0 二二五（） 0 
四六九 七 O 九 no 0 入
入 O 入八六 0 0 年

同

。。 一一
1・． 0 二 一

0 0 
: －：う十。。

。一 七一九八 !Jtl ) 
七一六四五 O () 0 ~ 
三二回ニ九一 0 0 年

同

。 四四
0 ' 二 一 四二一 四
, () 入二 O 七七。。 “・‘ ． 
大二二二 O 三一一十
六人ー入九入 0 0 
ーニ入一入 0 0 0 年

増

進

ー

－ 懐

y
、特
ーー
銀

ノ

著

ジ

ク

増

加

ジ

タ

ノV

.＞、

鉱

尾

ノ

青

化

精

煉

ノ

回

数

ノ

t宵

九



一

在

リ

、

開

坑

ノ

嘗

－初

－

一

川

自

稼

受

負

ト

直

轄

ト

ュ

y
微

稼

行

セ

ジ

毛

明

治

二

十

八

年

末

現

鉱

業

人

山

崎

良

次

郎

外

三

名

ノ

有

蹄

ス

y

z

及

ヒ

其

組

織

ヲ

改

メ

水

車

十

蚤

ト

六

十

斤

重

量

ノ

木

杵

二

百

本

ト

ヲ

設

置

ジ

ア

掲

鎖

混

采

精

煉

ヲ

行

ヒ

、

直

径

六

尺

、

深

サ

四

尺

三

寸

ノ

木

製

法

出

楠

二

十

六

個

、

長

サ

ム

ハ

尺

、

幅

一

尺

二

寸

、

深

サ

一

尺

ノ

亜

鉛

函

五

個

等

ノ

装

置

ヲ

ナ

ジ

鎖

昆

ノ

青

化

精

娘

－

一

供

セ

リ

ノ

、

目

下

更

＝

五

六

高

岡

ノ

資

ヲ

投

ジ

ア

本

山

探

鉱

場

ヨ

リ

東

方

二

十

町

鈴

z

回
貰
川
－
一
沿
プ

ey
精

煉

場

建

築

中

ナ

時

ノ

而

ジ

ア

探

鉱

場

ト

精

煉

場

ト

ノ

間

ユ

川

軌

僚

ヲ

布

設

ジ

精

煉

場

内

ニ

川

三

十

五

時

カ

蒸

気

機

関

、

五

本

］

組

ヨ

ノ

Y

五

百

封

度

重

量

ノ

餓

杵

三

十

本

、

鋼

板

装

位

、

禰

古

樋

装

段

、

青

化

路

出

棺

一

一

債

セ

シ

ト

ス

、

本

官

巡

回

ノ

官

時

ρ

恰

カ

屯

其

工

事

中

属

セ

y

日

々

精

煉

供

ス

Y

鉄

石

，，、

日

千

三

百

貫

乃

至

千

四

百

貨

三／

ア

品

位

頗

y

一

基

悶

ス

Y

毛

ノ

ト

ス

仁

田

千

金

山

仁

田

平

金

山

・

山

鹿

児

島

勝

撹

宿

郡

今

和

泉

村

ヨ

y
成

レ

カII

問。



’ 

十 オ＝ 附 精タ 、之官1｝良
金 岡国防 精 tお年

年一 ジ 煉多如 jJ 合好

ーー 回 タ ノ 量 ジ混 ヨ ーー
銀 煉 於之 JV 方 ノ

、
而宋 , 

金

位
餓 ケ ヲ 後法金 シ精成 十

産 分鎌 鎖 JV 反強 J、 分；F 燥ノV 高
中石 、
百 採俊ヲT 普 ア 鎖 ノ 粘局、

、、－ー”，＿..，.＿ー、 鎖 ス千通 , 尾｜祭土 ノ
量 銀 金 量量
ハ 貫貧 量ノV 分 ノ ，，、 ーー 中三き〉 ）目11 、 、

金ニ ノ 鵠 二水 ーー 入

銀重三鎖
、

図 録 存 銀

大 0 0 六ニ 産 ノ 及 j昆 青 ーー 在高
四 ・ ・九 ’治明。。－ 0 出 青 ヒ 京 化 吸ス 芳、二一 0 ＇ーコ
f三！ 四－ 又＝＝ ぢ－ ；~ 支ー－ 量化千法 精牧 JV ノ

。 。 、
ニー 0 年 寅 精 分 ト 煉 セ へ玉E。

牧煉 ノ 某 ーー フ 粒以

宰 法一鎖 付 v 中上、
等 ト 五尾 セ ス ーー ト

，、 ヨ ノ ヲ フ ジ J、 ス

－託 , 青天 ノv
、

ブ 比鎖

表 成 化 日 、鉄ー較石

四

五 0 0 凶七 一 ーー ノV )Jll 乾 ト 尾 的 ，，、
0 ' ＇ 、 同 、
一． 0 一8 :Ii 四ー 示旬j 里燥 弓＝ 中大竪
四 』一4 二一二 ノ〈一 四

治 液 又 英 ナ 石。九入 O J 十 ス ーー
四 0 0 0年

カ 一 ーー J、 残流 JV ー
。 一

如十 7 火 持主 出 毛 ト

ジ九 惨 力 中 ス ノ 来占

年 出 乾 ーー ノV ア 土

同 ジ燥 J、 ζξ , 
一一

回世｝ ーー 未 ノ 7 ノ



金！司各 ::I 銅 化 ト 敗ア 大

銀三別 鏡銅 ニ爾谷
』没収

ト 当F 内
，－』人4園、

ノ 十ュ 能ノ 鎖 J、終来鎖 銀金
、

精九精. ~、侠金錆 , 或 山

娘年燥 サ雑鏡石タ J、 、大 銀 金

ユユス JV セトノ 9 村鹿谷

供 J、 y ユノV 随 品ト民鬼

ス本ノ至~伴位云ノ島鍍
率 率

ノV 山途 レメ ジ良 ア協牒山 匁 匁、 、J 、J
鍍ノ ヲ , 普主主好明力揖

、
石 組関 是遁 量 ニ 治 一ー 宿

I ／、織キ ーー ノ 失 ジニ ヨ 君E 玉大四一
八七六七

キ占 ヲ又於掲第 プ 十 , 今
． 、 、 ． 

入 0 四七

土株金ア 管i 相三或和
七 二

ーー ...r.... _J_., ノ、 ノ、

質式鎖同 i昆 増 嘗年 J、泉
’‘’・・、，』ムーー、
育浪脊｝昆

ュ曾 ノ 三宋 加 ノ 谷 個 村
化言宗化方主

ミノ枇鍍十法 ジ利 川 人
四二一五

ーー
コ九九四

ア ニ 足 ーー 之 盆久ニ 在 五三二四ノ、 四一入二

金改ノ 年協 ーー ヲ 傍 ヨ 9 五四

十メ 精末 ソ 伴 牧 本 ソ 某

高 以 燥 ーー ブ ヒ メ 山 経接

分ク ーー 至 牧 / 三ノ ノ 替 見 -'・ _,_.. ・・・』；.・ h』 」

ノ、ノ、 ~

今青 9 金母 モ 経セ
一八七ニ

ノ J、
七

一日 化銅 ノ 岩同替 7 t、~ 人入 五ニ
、

銀 ユ法 鍛 目 漸 ニ レ十
，....，..園、－，司・、

ーー
背化末i長背i七永i昆

十至 ヲ ト 的 ク 十 従 ジ飴

]1_L} 

高 レ臆 金ヲ 竪五事屯 年
三二人間

そ四九七ニδ
分 ヲ 用鎖逮 ジ年 ジ 常前 二七

、 九ベ七五
ノ セ ト ス葦 頃 タ ーー ーー 。
五 , ヲ JV v 硫 JV 失 き／



回
一一

ヨ同洗鍛之レ摘雨 t:t；附難ニ剣乃 ｜

Y 四澱見ュタ鎖者ュ活：ナ蛍 J、至

進十池 J、百 ノV 機合ヨジ 9 リ常八 ｜

致年ニ木六毛 J、ジ Y タ本アニヲ ｜

セニ流槽十ノ百グアノV 山 J、水合 ｜

フ亘出ニ b.J.ニ封 ニ粉 トェ銅銀有 1

JV Y ス 入 ノ 十度十煉キア J、面ス l
、 ァ幅 y 水組乃ミセノ、 J、 青 上 レ ［

電抵岩 Jテ銀ヨ至ノv ，硫此化ヲト

力宿機諮ヲ Y 百セ比酸等加被毛
r’h、 、
四郡 掲ニ 加成ニン方ヲノ旦 覆 少

十頴鏡捷へノV 十ト法以鱗液ジ量

馬娃機持ァ説封切 J、ァ石中アノ

力村ヲセ 掲杵皮下甚之ヲユ金銅、、＿＿，
ユよ民運ラ砕一重ユタヲ普溶銀鉱 ｜

様ノ韓レス組 量 ア姑溶通解トヲ、
JV 内ス水而 ノ ノ 9 息、出ノ ジ水伴

然字ノν 銀ジ掲錨 ユセ混 ア銀フ

v 伊ュ其．ア 鍛杵 ジリ宋並トヲ、
ト 蹴i J、｛也銅 量 四 ア而法錯ノ以

屯知主 重板 J、本 随ジニ ユ 接 7

夏ユ トキ装 ーー フアア附燭混

時建ジ部 i丘室 組 金 銭精着ヲ采

J、設 7 分上夜ト 銀 尾煉ジ妨精

水ジ明 アヲニジ ノ J、 ジ精碍煉

量 タ治分通百ア 質普銅煉ジニ

不 ノν 三雄過貫構 牧遁ノ上 青 常

足費十ジジユ成 率ノ水甚化 9

ジ電九アタシセ 低青銀タ精 7

随所年後 JV アラ ク化ュ匹！煉ノ、



明煉熔 フ 立体 ノ 銅線ノ 尺 沈ニヌ

治ス 鎖 v ジ止 五 ノ ス 青 ノ 澱蚤’竜

一 焼 1 タ セ乃 精 其 化 八 池 ノ カ一
十 ュ L淘ー y ジ至燥時加千内装ノ

入 投汰比ょε 八二 問里貰 ーー 置供

年 ジ 機 所 再 ヲ 供 J、液入集 ヲ 給

以 ブ ーー 一恒 ヒ 合 ス 約 失 ') , 
ナ ー－・

来 粗 7 プ 之有 JV 六ア ノ タ セ快

本 銅 淘 J、 ヲ ス 鎖書 同青 JV リ ク

山 ト

、
汰鎖開某石夜千化鎚 ノV

ーー ナ ジ石始精 r、 ト 分 後 尾 所

於 ν 7 ヲ セ 煉剣 ス ノ 出 J、 ア
、

ケ 次 銅入 ン J、百 一槽天 フ

ノV ア 百百カ 熔分
、
五八 日 エ／

採 異 分五潟 鋭 ノ ノ 個 ーー ＝玄

鍍 吹ノ 十メ 強 ー 液 中 プ ト． 
量 強 六封同 ノ 五 ヲ ーー 乾 ヲ

精 ーー 十度四破乃 以投 燥 顧

煉 ブ 以 杵 十壊至 プ シ ジ 慮

~~ 精上 ユ年 ト 一 i安 之タ シ’一
量

、
制1ij ノ 7 池共金 出 ヲ ノV fPJ 、

鍛 ト 合 掲 田 ユ十 ジ始後 * 
石 ナ 有砕糊明高 終 メ 政 七
ノ ス ノ ジ 岸治 分 リ ユ径 馬

ロロロ 方 毛 ~ ュ 三 ノ ュ強十 カ
位 7;！ミ ノ ;v 精 十一 水 サ 二 石、 、
金 ーー ト 後I 銅 入 銀 ヲ千尺 油

、
銀 ヨ ナ ヲ所年十 以分高 号憂

産 リ モJ キ ヲ 以 高 プ ノ サ 動

出 精後 JV 設来持 洗三四 機

四
四



量

等
年金

銀

銭

掠

車寄

煉 .＞、

左

ノ

長II

擁立

量
〈貧〉

3虞

量
ハ
賞
）

同
n凶

もt，.－、、
百3底
分
l{l石、、＿，，

，＿...，.＿ー、
銀金

金

S，良

h
司

「

金

ョ

F
～
銀

.!}le 4主銅

鎖

深

川

刑

差
〈賞〉

（
明
治
三
十
八
年
中
）

日

・2
3
、

l

影
錨
・
U ~ 

量
〈
匁
〉 ジM 

一、
O
二
五
J
ハ
九
八

金

明
治
三
十
入
年

一．
0
五
四
・
三
六
四

0

．00
二
五

0

．00三
O

；~ ~ A, 
入六四

三 O 三

官f？.昆青混
化示化言宗
一二六五

司五一四
二二五五
人六盟六
七

二五四
一 匹I 豆
七 J ___) 、／、 二二

四
九。ヨ

稼

行

長浪

等E

係

') 

同

三

十

九

年

五

月

ヲ

ス
、
鎖
石

両・・

一
同
三
十
九
年

一一

、ムハ一一ムハ」一一一一

二
、
四
三
0
・0
四
四

一0

．00
二
七

。
、0
0
四
三

二 三 五

0 八入
一入九
一三四

r』~・、倶~－、

育？昆育i昆
化永化策
一五五八
／、一三五
人二八O
入九三O

一六．
0

同－
R防 ，ニー

t't: 五，，戸、、．
百鎖八
F、
よ2

中石、＿＿，，.
戸』Aー「

i銅銀金
二0 0

五00
000 

五0

d，、 日

影

鍍

山

鹿

児

島

勝

揖

宿

郡

今

和

泉

村

ー
－ 在

') 

.；，、

採

鉱

場

') 

ーー

手

撰

餓

ブ

経 サ

ν 

y
、－
日

タ

タ

ノv

後
町
内
車

アノー
－ 

同
四
十
年

一
、
七
七
O
J
五

一
、
周
三
二
‘
入
入
。

。
‘
0
0
一ムハ

0

．00二
人

七八一

入二ノ1
0 入 O
p11 八九

，.....，、．、~圏、 ーー

育111.i号混
化＊l七示
五二二五

0七四八
七一－・ .. －ノ、
九五九九

一
J

ノ
一
九
、
四

「
金
一匁
）
四
七
－

粗
鋼
ハ
斤
〉
八
き
ユ
内
｛
銀
（匁
）
三
、
大
三
六

ト
岡
（河
内
喧

12

明

治

三

十

年

頃

費

見

ー
－ 

ノ

探

鉱

最

約

六

百

四

十

貰

ト

ア

鉱

山

南

東

百i
ノV

ヲ

コ

ト

四
五



..＞、

里

字

、

宮

ケ

演

ヲ

ー
－ 
水

力

ヲ

般

十

本

ア

設

置

日

乾

燥

十

個

ヨ

9 
ジ
ュ
ー
ヒ

・1i
金

ョー
イ
ヨ
F

4』

川

粘

土

質

ナ

鉱

石

分

ノ

十

二

月 ， 
一

ジ

ー
－ T

ゃ
1
a

叶比

r
ジ

ジ

強

サ

千

分

ノ

タ

投

距

ノV

利

用

ス

－プ

すま君
主謹L

夜

U
Y

後

石

友

ア

加

＿，.、
ニ

牧

得

セ

六

百

袋

ケ

月

二
－
一
、
銀
十
寓
分

ーー

至

ノ】／

間

金

銀

産

量
（袋）

コ

ト

宇

旦

ナ

/lレ〆

ト

難

キ

一

鉱

石

六

百

四

十

貫

ノ

泌

一

未

精

煉

ヲ

，、、

－
プ
抗
径
四
尺
、
深
ナ

三

尺

ノ

:7 

四
六

一
山

y
‘
亦
崎

♂
一
於
－
Y

ユ

運

搬

ジ

精

煉

ス

、

是

レ

，，、

水
車
問
肇
、
杵
入天

ur

赤

崎

Y

混

宋

青

金

六

ノ

青

化

加

盟

彼

ヲ

ー

－ 
ジ

ー
－ 
ジ

タ

金

銀

ゐ、
立正

銀

ノ

y
、
其
品
位

ρ

て
六
以
上

ユ

製

出

セ

フ

レ

三
、
三

0

0

燐

財

天

鍍

山

七

日

間

循

環

セ

J、

三

百
－

a

タ

金

銀

ノ

比

ーι．
J，、

9 

日耳

ナ

..＞、

ノ

産

出

額

ヨ

7

推

測

ス

ー
－ ア

リ

、

明

治

三

十

九

年

五

月

ヨ

鉱

山

附

近

潤直園田ロ 2理圃圃圃S

行
ヒ
、
鉄
尾
川

ジ 青

化

惨

出

棺

五
ー
－ 

ノ

レい．．
． 
，
 

三主ノV

ト

f・・・h』 J、．． ー’圃圃・、
銀金

JV 

五 七 金

四 入銀

五 五ノ

0 0 量

青 j昆青混 J、

化采化宋左

ノ

三一三回女｜！

五九五三ジ

O五 O 五

0 0 00  

タ

ム
、
此
方
法

ノ、

入

ト

ト

占p

川

金

十

寓

リ

同

四

十

年

戸、哩園田園園



ほ

ず

み

q

ロ、a
kH

h
u

剥

w
nハ
コ
ノ

刷
収

U
U
V

係

-
－ 
於
－
プ
最
モ

リ

岡

三

十

三

年

ヨ

年

間

ナ

リ

高

直

ナ

9 

－

プ

百

馬

力

ノ

蒸

気

柳

筒

六

蚤

－＞、

ス

ジ

川

鹿

児

島

牒

慢

宿
郡
頴
娃
村
－
一
在
リ
ノ
、
明
治

三

十

年

頃

ノ

接

見

リ

ノ

日

高

尚

剛

外

数

名

ノ

有

国

一

蹄

ジ
以
－
プ
今
日

叫
ノ
、
此
間

ト

云

ー
－ 

至
Lノ

ーー

リ

ジ

明

治

三

十

五

年

ヨ

一
至

y

ジ

牧

盆

ノ

多

カ

ーー

ヲーー－＇，、

n 至

同

，七

年

＞、

ァ
、
是
レ

品

位

良

好

銀

ノ

債

格

ジ

嘗

時

鉱

石

ノ

ジ

－Y

加
プ

/lノ

“ 一

ヨ

炉
、

明

治

三

十

七

年

リ

ノ

坑

内

出

水

劇

培

フ

ジ

排

水

容

易

ナ

至

ー・一
一
依
M
F

不

足

ヲ

告

ク

ーー

至

レ, 
而

ノV

向

ォ＝

毛

レ

タ

ノレ

ア

汽

憾

ノ

燃

料

タ

ー
－ 

ジフ下

底

ヲ

稼

行

ス

年

排

水

ァ

休

止

以

ア

今

日

本

山

附

氾

y

石

炭

－Y

運

搬

セ

川

尻

叉

山

Jll 
港

ヨ

皆

η
ノ

馬

背

－一

J‘・

ア

業

債

格

甚

タ

高

ク

次

第

下

落

ジ

本

山

ノ

之

－
一
民
ジ
銀
債
－＇，、

ノBノ

遂

ー
一
壬
ν 

9
、是
4

一
於

ey
明

治

三

十

九

ニ

牧

支

相

償

ノv

，，、

サ

モ

ジ
、
爾
来
専
－
フ
水
而
上

／

－
f
、

白

1

ι
ト・

戸
組
長
ふ
デ

ジ

其

枝

脈

ヲ

稼

行

－
一
残
存
セ

ν 

リ

般

* 

水

車

知
覚
－
一

運

搬

以
－
7

官
一
初

川
鉱

石

ア

ジ

T
4
 
ジ

ーー

ーー

キ

ヲ

タ

ノV

鉱

石

ノ

運

搬

失

費

多

ク

明

治

三

十

五

年

現

時

ノ

ヲ

利

用

ジ

－
プ
精
燥
し
V

9 

精

煉

場

ヲ

建

設

ジ

原

動

機

ュ

石

油

後

動

機

ヲ

採

用

毛

ー
－ 

ジ

ク

四
七



ーー－ 
床 ノ 四焼 付 fl 採粉装金 勉，w 精

L_ 

迭 ー・． 装；告：燐 ケ ーー 又堀昨庇百足煉

致最 入 ヲ 一ー フ ブ ＿，・、 機 J、高 J、 ノ

セ モ 口 具． 投 レ粉民 タ ー 十 分之方、
フ 法 ヨ 備ス 之 砕射ノV 蚤 二ノ ヲ 法、 、
レ〆 ヨF リ ジ姑： ヲ ス蹴 ~i 盟 ｝.~ 五 背 J、、 、
タ 部 投 ー 焼 通 Jニ石 化力 銀 化 調w

JV 分 入 室 焼過 プ J、熔石高 精：石
） 

後 」二 セ 1(( J、 ジ フ 乾 人 焼出i 分 妓 ノ

盆h ーー フ ュ長 タ 燥 71櫨殻 J ーー E握
L 

石 於 レ千サ ノV ーー ジ ーー 二動 七 附化
＿，）・、 ブ タ 二三 型＼（（ J、 ブ ブ 蚤 機 ーー ス 姑、
更ニ ノV 百十石 ー 其 遮 i昆 ー ジ ノV 焼

一．． l昨 鍛貫尺百吋 水 嘗衆蚤 ア ーー ヲ
、 、

第間 石 ノ 幅 it ーー 分ノ 樽二 一 ア 行

一 熱 J、 鉱 十 ニ付 ヲ 大 八 馬 日 9 ヒ
、

ノ セ第石 二 割 キ去サ個力 ノ ~~i タ

部 フ 一 ， 司 ）ミー ジ十 9 ーー 青 JI品i精石 JV
、

男、 レ ノ 対高 ブ 個 哨 磁化岩娘 J、 後

ーー t~ 港：：焼サ 七 ノ 岩砕 i巷機 iiiVi 多 之

~I匹t、f ・一ー・ ーー フ、 六 1't孔 機 三J 出ー 量 ク ヲ

入 ノ ヰn，、、 尺 ノ 日民 ーー 同椛 量 約 粘 普、
セ官d山、 長，，f ジ 一四 メF』己 守，， ブ If.＼＇ 六 七 千 土通、
フ ーー ス HU ジ 臨 有破 ーー 個 馬 二 ヲ ノ

JV 相 ノV チ プ ヲ ス砕撰等カ「 百交 j昆、
而常焔最前 i見 JV ジ 笹；1 ヨ ロ 貫ユ 采、
ジ 3、 底 字詰側 ジ 納後 ジ リ 具：法

（ I 

7 ノレ l!ll ーー ーー 権 ア ロ 之 成 フ ス 日ロ日 ーー、
第 部 チ鑑於 化 具 ヲ JV 1 精 位 附

ニ升 火 上 7 姑 へ フ 天 誌燥 J、 ジ

間
入



凶
九

五 j昆 ノレ 等水時 間 ジ燐凡此 セ ノ ノ

十来水 ヲ ヲ 間 岡 水 内 プ ノ フ 部部

貫樽銀 排加 同 時 ト ーー 薪 如 JV 分発
、

ノ .；，、 .；，、 出 へ 時 セ 錨於 ヲ ク !-fr ？，た ーー

銭入普 ジ 之 セ シ 九 7 用 ミ／ ーー ーー 法、
石個通 水 ヲ ジ メ 貫目寝食 ニL プ 第第致

ヲ ア 水銀 二 よ‘
タノ持強 鎖一四 セ

、 重幼
装 リ 銀 ヲ 時 失ノV 量成 ト 石 ノ ノ ラ

入 ア 入天 間 プ 後 チノ共 .；，、 部部 レ’

ジ 内 十竺 回 維 百 有目 ＝ 絶分売・タ

四四五木 韓散貰 v的入 ，、、 一・． ーー JV 

、 焼＝
ス装 移鎖個 個銀綿 織力日

.＞、 .＞、 十 ーー ジ ノV 焼 百 九 間 装入 サ石

各各五 ブ メ 水 鏡 賞 ラ ： 陪 入 セ Lノ J、

長長 ヨ 絞 タ 銀 ュ ニjレ焼 セ フ 第慈

サ サ 9 9 J.V ヲ J付、 セ フ v ~ ーー

三四 之後集
~ 屯

第成 ジ三ノ フ レ タ ブ

尺尺 ソ ヲ樽合二 レ 路 JI／ 二又
I 

八二 ブ レ底 セ 質 賃 ジ タ ！境鎖iノ 一一
寸寸金 ト ノ ジ五 ノテ ノV セ 石部時、 、

活ム百制ー 鎖直直 J、 JV フ =e 分間
ト似i

径径極 I弗 JV ~ スノ、 石 JV 亦 一時 熟
しー 、

ニニメ － ー
ヲ 目 ノ 、、ー＿＿，十 J、 而 同於 セ

尺 尺 7 プ 開的水 ヲ 之 ~ 様 ケ フ

八八 微恭 キ ヲ 銀 j見 ヲ ブ ーー JV Lノ

寸 寸 量館｛ プ 以 ヲ ジ j比 其 蕗 ト タ

ーー 一．． ト .A 水 ブ 加 幣采 燃 理 同 ノV
、

ジ ジ 」ス 絞銀株へ ヲ 神 料 セ 様後、
プ プ f旦 9 銀t内 又 一一 ーー ーー フ ーー 第

百 百 三ノ タ 足 ーー 入 ｜時 投 J、 JV 熱 コ
、 ーー・



T円1” 精年

位 煉
（ 

百分繍

中石
告貧

、、，，，，
.－』ムーー、
銀 金 量

きf‘、 目1]

明

治
九コ
九一
五十

1・，・－－‘ ノ、
六年

同
七三
一
五十、
プ＇ -1:; 

六年

同

)t.. ~ 

六 十
‘ さ入

δ年
幹一一一

同
F可
－一ー- 一

0 0 二 十
1・． 1・

。 ニ O 九
。。 。
- 0 0 年

同
pt] 

三 匹l
。。 二

dδδ 十
0 入 。
- 0 0 年

明ユ 結 施 i妻化使 メ 銑 j昆貫

治ジ焼行 出 j容 用 ーー 泥 采 ノ

二二 7 ジ セ 方出 ヌ、 q最 ，，、 後 鎖、
十金 タノν 法槽某 サ 之 ノ 石、
六 J、ノV 方 J、 長 装 千 ヲ 鍛 ヲ

年殆毛 法 会サ 置 分天 尾 装

以ンノ ヲ ク ノ 日 ，；・、 入

後 ト ナ襲牛八直 四 ーー 之 ジ

製会 ノV 用 尾 尺 径 ノ ブ ヲ 得

出 部 ヲ セ 金幅十青 乾沈 JV 

セ格 以ノV 山 及尺 化 燥澱 ヨE
、

ラ 出ア 毛 ーー 高深 加 ジ 池 ノ

レセ 鴻 ノ 於 サ サ 里 タ 一申 ト

タ ラ過 ト ケ 各四 ft支 ;v 透 ス

JV ノV ユ ス ノV 二 尺 次 後致
、

金 、 ｜禁本 ト 尺二 ーー 鍵t ジ

銀毛 ジ 山 異二寸 強 砂 鱗

最ノ 青 ニ ナ 寸 P.ll サ ト 砂

及 、 化 於 ノV ノ チ 千 共 及

業 如加ア コ 二 千 分 ーー 型l~i

賓ジ里青 ト 個 四 ノ 青 if~

牧 i1主’化 ナ ノ 百 二化 ーー． 
卒 ノ tiミ ク 亜賞五精分

等 ；奉 ＝ 即 鉛 入 ノ 煉 チ

左 透 附 チ 曲 9 青 ーー プ

ノ 極ス 該等 ノ イと 附 沈

女u メ Jlノ 山 ヨ 六加 ス 澱、
ミノ ア 望~；~ ーー ') 個 里 此 セ

良石 於 成 ノ 液際 シ

持 J、 7 ノ：青 ヲ 始
i.. 
、

TI. 
0 



自 治尾 衛 元t 六最 ジ Jfil
！ 資 （人「金

稼 ニ ノ 門存年 毛 プ 龍 i 青混

人十一ノ 在五旺爾鎖 量＆

A 入部所ス代盛米山 .Ill£ 
、 産

六年分有爾友 ヲ 島 J、鹿

十頃ノト後厚極津鹿縫 率化添匁異
七ヨ青ナ二ノメ家児

名 9 化 9 ニ有三ニ島 8・ 一
ア質 精主鍛 ーー ケ 於 勝 山 七, 施燥 ト 主蹄年 ブ Jll 七． 
プ ジ問 自 逃

。
セ ヲ ジ ノ 一一一

杵 フ 直；F 交 弱毎稼君［） 一

一 ν 轄 白迭メ 月 受東一 五 ノ－＇・、
百タ ノ 稼 ア プ ニ 負 荷 0 七人五

入 六
本 , 下受 , 洋十 ノ 方

． 、 1・
一 九 O

ヲ ュ負 プ 式六法村
一 五 六
一 四 五

＝画，え、 稼ノ 明精良． ーー ーー

置 行法治燥 ノ ヨ 在 三四
二八一

ミノ セ 一・－ ニ法金 , , 九三一
1・ 、

1・、 四 0 四水 , ヨ 十 ヲ ヲ ア其 入 O 入、
五採産探後

二三五
事 而

, 

五

ーー 三ノ プ 年用 出据見
間五

ヨ ア採現 ジ セ 精 J、 三八八 一一 一- 0 , 
青堀銭其 , 煉二 玉、、

問 」・・ー
摘 化 精業建 ジ百‘

ノ－~八九p、 七

、 九 O 大 六
鎖 精煉人築云元数

混 煉 ヲ堀物 フ 続十 一一、 二六入
求 法替内 J、明時年 - 0 ニ
結t 庄今治代前

五’ J _: 
，，）・、 －、、． 一九ニー

燥
、

明鎖右何十 ーー ーー



明

治

十

五

年

同

一

十

六

年

一
同

一

十

七

年

同

一

十

八

年

同

一

十

九

年

一

岡

田

十

年

－

｛

混

示

u
・0
Q
Q
六

円

滋

求

u
．0
0
02豆

町

泌

永

守

口
〕
男
三

『
混
求
u
．8
0

2

円
昆
求
口
．
0
0
0
昌弘

【
混
示
。．
8

0
六回
一

一金
0
．8
0
一

円

二

－

0
．0
0
Dt一

む

ず

、

o
o
o
H
一

一

山

一

c
．8
2

ニ

－

0

・8
2

託、
l

J
0
・0
口口
八
二

」

一

l
j
J

阿化

l
l
一

主

同

化

｜

｜

一

【

青

化

’

I
l

－

－

背

化

0
・8
0
三

主
円
化
0
．D
o
c
－旦

門事
同化
0
．0
0
ロス
一

一

吉

き

・

o
o
o
u
g
一

主

君

・

D
o
u
－
－
一
『
準
水
u
・
雪
量
一

五
き
・
0
0
0
豆

主

示
）・

g主
主

雲

、0
0
0
孟

議
Q
U
O
O
豆一

。‘
0
8

一一一一｛

一句
D
O
G
－一

ヱ

一

0

・8
0
き

｛

一

0

・0口偏
見

一口、
口口口
五回
｛

一

書
官
化

l
i

【
背
化

i
l

一

円
育
化

1
1

一
向
背
化
口
．
c
o
o
－三

円
青
化
q
g
o
－－一一一

立
円
化
0
．8
2
0
一

金

銀

産

出

量

ヲ

鉱

石

百

ノ 於’

青 7

金一

ノV

精

煉

鍛

量

、

金

銀

産

出

量

等

月

約

四

百

袋

ノ

青

金

法

出

槽

十

個

, 
ノ

年

別

精

煉

鎖

量

（

貫

〉

一
日
銀
（
齢
一
一
戸
町
一
ノ
割
合
ヨ
リ
成
U
）
「
匁
）

時
抗
（
船
一
一
一
一
一
ノ
割
合
ヨ
リ
成
ρ
）
ハ
匁
υ

ーー
明
治
三
十
五
年

四
六
0
．
七
三

四
・
入
回
大

J、 ヲヲ

左 設製

ノ F 置 出

企II ジス

ジ ー又

ケ直

玉

jf 

ジ

ア

換

算

同
三
十
六
年

一、
O
五
七

d
g

七．
0
0大

二九

ノV ～
間
三
十

七

年

同

三
十
八
年

一
周
三
十
九
年

一
同
四
↑
年

四
九
入
・
入
O
O
一
七
九
三
三
三
一O
一
七
二
二
・
0
0
0
一
四
一
七
・
入
六
O

五

三

一

一

四

九
三一一一
O
一

六
、
入
七
七

一

四
二
一一一

一

二、
O
入一

一

一、九
四
六

一

一
J
ハ四一
一

時

ρ

左

ノ

如

シ



自 事 及至 JV セ 法明経芹 ジ乃是

稼中青 9 ~ フ ノ 治管 ケ プ 至 ーー

人 ナ 化 ジ ト レ 、: 一 セ 野 J、二由一
..＞、 ') 精 ヲ 、 タ ーー 十 フ 金 イ克 ヲ プ

五 煉以 ナ JV ヨ 七 レ 山芹用牧之

十 t基 ブ セ ヲ 9 八．時 J、
ケ

セ 得 ヲ

五 ノ－ 9 以 ア 年 ＝ 鹿 JV ス 観

名 設日而ァ鈴 頃 鹿 児 里 子薬ノV ν 

ア 計一 ジ 明石 ノ 況島金 1ロTU ーー ，，、

ヲ 万 プ 治 ノ 女II ヲ 勝山 ト 止青

ブ 企五探 ニ 採 キ ヨE三J 日 勢ノV 化

ァ瓦 固千 鉄 十 堀 殊 ジ 置 カ ヌ1 手青

事 ジ貫 ノ 入精 一．． タ 郡 ト 如煉

一 又乃結年煉甚 JV 一 串 ヲ ジ ..；・、

百 動至果以 ヲ タ ~ オ三 償斯 f董
十 力三 鎖 来縫 ジ ト 聖子 フ ノ カ、
五 ヲ 高量 直積爾 ア 村 ーー ま日 ーー

蚤 伊賀 ノ を主 セ来 9 ーー 足 ク l忌t-ι 

集 ノ 漠 ノ 9 直 ジ在 フ ナ ノ、
オ三 院鱗大下而轄 モ 9 サ レ’ 百、
杵 ノ 石 ヲ－ ーー ジ経維往 JV J、 官.~.！；

一 * 
ヲ ノV 之ア 替 新 昔 へ牧分一

千 源精 ~ ヲ 坊i ヲ 後 ヨ ジ得 ノ

五 ーー 煉 ト 青尾康ニ リ セ 一、
五 百 求 ジ ヲ ft .＞、 シ J、 島 JV 銀

』 L・ メ 得確精 宰 自頗 津 育、 ノ，、
十 今 へ 認煉 シ稼 JV 家 金百

一 ヤ一 ヨF ス ーー ク 受衰 ーー ヲ 手ト

本 其？昆 JV ｜午J遺負額於 以 ノ

ト エ＊ 一ー ス 棄 ノ ジ プ プ 一



ヲ 主ノV 鉱：於硝＝ ーー 次十溶 自 !6l ヲ

使 ト 、 石 ケ石導水 ニ入出稼＝ 使

用 ジ金 J、ノv 三 キ ヲ 強個槽 i昆付用
（ 

セ ブ J、金如十悲以サ ト 直 宋 キ る〆

サ -Mt 非百ク !6l ーー ア 千 ヨ径精ニー、
ノレ 化 常高珠敏生洗分 9 六線国iケ

へ物 ーー 分メ 石 ジ 日臨 ノ 成尺場九月、
カ 品目 ノ 硫若タ ス 三ノV 深ノ 十二、 ） 

フ ナ微入酸 ジノV 而ノ 内サ鎖銭十
、

.7. 9 ナ 銀 ュ ク洗 ジ 宵ード ユ 四尾 純 高

プ 9 十 7 J、澱ア 化投尺 J、銀賞
、

存随高蕗鉱物是加 ミノ ノ 直 J、 内、
在 Jテ分理足 J、等里始モ轄ー外

ス青 ノ セ 二一ノ 液メ ノ 青 4記 ノ
、
随化 五 ス 百貰青 ヲ ーー 十化ニ 銑－

ブ 精内 五＝ 化注強入精 付石

某煉 外 十付加入サ個娘 キ ヲ

溶 ーー ノ !6l ヨ号 里 ジ千 場 十掲

解遁 Mr ヲ 捌液 7 分 if[ ユ銭鎖

ーー ジ｛立 加砂及金ノ 径迩ノ i昆

際 j昆 ヲ へ 二 洗銀四五搬 害1） 宋

ジ采 有 プ 百線分乃尺 ジ合精－、
強？去ス 溶五水 ヲ 至深石 ーー 煉

、
度 ェ鍛 融十 J、 格玉．サ ：反フ ーー

ノ 溜石 ジ !6l 之解 ノ 四 ヲ 鎖附
、 、

青 セ ーー 他 重 ， 司 セ 青尺 加主ス

化ス合 ノ 曹亜 ジ化ノ "" ーー 純
、

1111 又有 金 五鉛メ カII -T: ブ 納金
、

旦銀セ 山百匝！終里 ノ 青 lif.t .＞、

披 J、 フ ーー ぞ内
, 被四化スー

五
回



煉精化育 煉精京混 年

金残牧産産産： ；ア精査一産添豆、 不山
i準 煉 スユ

｜銀 A同L銀銭金金品位繍銀銀金金 銭 カ於
胸生＇＂中百 分F→・ m，、尾

量、－分，／ ?{1 量霊登中、、－尾J 品Z圭乞 4； ；寧：李登長 女U ケ

匁〉（ 匁（） 匁〉（ 貧〉（ （匁〉 匁〉ハ賀ハ〉山町 ジ ノ町V］ 

一 一一一一一

一治明 治、
五 一

七 0 三 O 三二二 一・

（子 Ji;♂ 同ヌ：十 十
七 0 七 0 0 三大 ム

五 一 四 一 一 四 ノ、
二1 - •- －~ τ2 '・ 。正手

年
,- 1同以

/¥. -
五 0 二 O ご間 二 -,.b: 
[LJ ・九・五三十 本

0 ' 0 ，.、 ノ
。 － 0 一 五七

五 一 凶 一 一九
凶 六 O 三回入年 採

宍 一同 鎖
三月 4；ー 量

九 ー』 ーヨ。 一一 。 一一A 一－ －一『 a 、
｜一 九 ご九－l...。．ノ」A、 。 三五占 金

' • ' >I ' > ' I 
八 四六 O二O 入 0 0 五コ 銀
九 六 0 0月一 0 一二三／、
一 五 0 0迄三四二四 0 年 産

銀金 一 出。 銀金二 －； 同
一 。 。 一 四 一
三 O 六 0 ・七 O 三 O 二人二 量
五 00 五 七 。、・9角、、，』、. 。、一て二＝ 。1・入 四 』し 信F、

ー 00 ' ' u • ＇百 i E竜
入＝ーさ さ00ニ 0 入 O 六二九
五一ご五二七一九八 0 一八一一・o 』IJ.-

五自 八九二七入二五 0四 0 三 O 二五 ご年 刊人

五’ 率
銀金 銀金 、 －；同 等

- 0 0 七 一
二 0 、 七 0 ・七 O ご O 二入問
九・0 入 ・00 ・六・ 0 入 J、
、00 ' . 00 ' 0 . 0 、．十

- 00 九－；＇＇ 00 - 0 四 0 0 六 ィョ
四ニーさ三七さ六六 0 一入 O 五入年 /.L 

｜一四五 二 五 六 ニパ四 O 一四九九九



杵 本ス鎖九本 9 電 日 量 ノ 一．． 波
、

山其石 州 11J 所十 ノ 採係佐

本 ーー υロロ ，日． ーー .）・、 ヲ 高頗堀 , 見
ナ於位竪於牛 設貝. JV 及績 鉄

9 プ ノ、石 Jテ 尾 置 ノ 竪精. 7 山波
、
其明金及牛金 ス 鉄 富 煉 現ノ、佐

原治十粘昆山 ノV 石ナニ鉄長

動三 寓土金 ト 等ヲ JV 従 業崎見

機十分 ヨ 山同 ノ 採 ＝， 事人牒鎖

ュ jL ノ ソ ト 時 計掘 ト コぇ 品I＞東 山
J、年一 成 立 長 即 議精 ヲ ／ν 答彼

、
煉 確 院 杵八迄銀ノV シチ ヲ ト

十使其採 Jテ 明 以 ジ定同重郡

馬用
、

時 義上四掘該治 ア イ主 叉

カ セ倍ジ精三 l現 賀ノV ーー ノ 波

務 手ノ ト タ 煉十 治！際 ユ 銑有佐

気 j高 スノV 法四 三 佐至匝 ーー 見

機敏 点1目6ゼ! ノ 年 、十賀 , 内蹄村

闘機 石模エ 九君IS ジ各セ ーー

ヲ J、 J、 錨 鎖 年小カ所 リ 在

使 八
、

撰 ヲ 尾 以関 J、 ーー 明
, 
、

用 Tf 鍛示 ノ 来村従採治明

ジ五 セ ジ 青 之 Jil 来 鎖 ニ治

タ 寸・ 三ミ タ イ七 カ上ノ ヲ 十二

') 封－ ジノν 精 工 川規 試 ー十、
鎖反 プ モ煉 事ノ 模 、、． 年 九

尾重 精 ノ ヲ ーー 上 ヲ 主主 以年

中量 煉 ナ Im 従流改結来 ノ

鱗 ノ 一ー ') 始 事 ーー メ 果鍛専を

砂 錨 供 ジ セ 殻ー鉱石見

ー

五
六



ノ 錯I よ‘ 澱岡 ヲ 通 J、
”同” 

車者 n同凶 給年 」

如石 ト セ 時 備 ノ 青
煉

、
煉 ジ 鉄 同 るノ ジ 7 方化

位 鎖 位 但砂 様 ム 且 ノv ~去加
百繍 分百〆’『繍、、

鎖
、

分中、｝砂,,,. 
砂 シ i~ ーー JV ツ 繊 ーー 里

量銀、中－石..,, 金量 賞犯 慮 方之 槽ア 液

牧等 理 ？去 ーー ーー 楠 ーー

貫 〆き司、 ~I] 率 ノ ジ ーー 電石燥 ヨ
、・’ ，，、 分 タ 依気 友 ミノ y 

、

明 低析 , 
プ ヲ ト 鎖ー 金

治 ヨ干 及 ト 精通共尾銀

一 一 一一 ーー、 、~ 金云煉 ジ 一ー J、 ヲ

-o 0 三 0 0 三
過 銀 フ 三J ア 投内 溶、．九・‘ 0 十

。。入 。。 、
0 0 > 0 0 七 ク 産 其金入周 出ニ 0 0 三一四
一三 O 五 一一
五回 0 ニ0 五年

JV 出 水銀 ミノ 一・－ セ

ヌf 量 銀 ヲ 之水 v 
、

同 如賓 ，，、 錨 ヲ 銀 メ

ジ牧 之糟青 ヲ 亜

一 一 率 ヲ ノ 化塗 鉛一

q Q さ QQ会十 等 j昆 内 加 抹 ーー
0 0 公 0 0 ~ 

ヲ 求周 里 三／ ヨ。。』.. 0 0 ・入
-・ 0 0 ニ 0 二

液 中三ニ 0 入入七 表 ？去 ーー , 
0 - 0 三 O 五年

ト 一・－ 於 ヲ 央 プ

同
ナ 於 ケ カ日 ーー 洗

五七

ジ ケ JV ，、、 金澱
一 ブ JV 水後属 セ

,q Q主 QQ全十
-, 

銀撹製冴三 ア ジ
0 0 ニ 0 0 ハハ

0 一 0 七~ 0 0 O三九よとや セ 『司P 中持強 z‘ 
ニ O 七 ~i,] - ltll 

ノレ ーー 機持ノV一四 0 - 0 11.q '-' ＿，、
二五 0 一 二 O 年 l

左 -}l 沈 ヲ 機普



筑
後
鏡
、
山

筑

後

鉄

山

ρ

緬

同

牒

八

女

郡

星

野

村

開

設

セ

ラ

レ

シ

ρ

維
新
前
ノ
事
－
一
属
ジニ

在

9
、
星
野
村
四
返
ノ
地
－
一
於
－
Y

金

山

ノ

黒

田

家

－

一

於

ア

字

百

貰

池

内

－
一
稼

行

セ

精

煉

繍

泥

量
、盟
理
・
ヒ
金

位
（
間
分
別
｝
銀

ニ
年
半
平
均
質
収
率
一
日

内 繍
犯
ヨ
サ
一
得
タ
h
M
嘩

H
化
金銀

同孤

鎖 鎌
砂石
ヨヨ

得 ~!J.
タ ,IC

Jレ 11ノ

背 泌
化業

銀金 銭 金

（匁
υ

ハ匁〉
（匁
U

ハ匁）
〈匁〉

（匁〉
ハ匁
V

ハ匁〉
（匁〉五

回
‘
六

ゴ一．
0

金

t艮

銀金総

n 
n肉

《貫》

一
0
．
二
六
九

入
、
一
三
八

回
、
二
ニ
七

二
一
．
人
二
七

二
、
六
七
九

一
五
J
ハ
五
六

五
三
、七
O
六

一
七
．
0
入
五

一
J

ノ
」
ハ

四
九
閥
、
二
五
O

O
、0
0
0六
三

0
．
0
0四
九
四

七 三 入二

ニ入入ヘ
五｝七人
四七入三、－γ 『 圃d

銀金

一 四

五七
O 九
J，、

四 一 五

五七
六 九
五七

ムハ
・八
六
五

五
二

0
0

入
入
玉
、
六
0
0

0

．00
0五
五

0

．00問
。
ん

．
六
五
人

入
．
七

二
一

二
四
．九
回
大

四
‘
四
三
四

．四
四
O

五
八

四
二
回
二

0
0

一

0

．00
0六
三

一

0

．00五
O
四
一



五
九

鎖 ヲ ジーーノ ノ 郎筑 明化方 ーー ジ
、

石産 金 明 ケ鎖竪 ノ 後治精 J、 ジ ーー

ノ 出 治月 石 富 有 敏 三 線金 ．テ 始

ロEロJ セ六四五 ヲ ナ ーー 山 十ナ 山 金 『~

位 , 六 十 千 虞 JV 鯖 J、 六 , ヲ 鎖 レ

，，、 入 年貰理 ::% セ 数年 ト 以 ーー , 
金 ！＆ 中 以 ジ " ジ個 頃 ス ：？ を藍 ト

十 ーー 内得 ヲ .＞、 ノ ヨ 而 賑験 云

高 銀 ノ ぺ 確明 鎖 , ミ／ フ ア フ
、

分 鍍 キ メ 治 函 ナ ブ ーー ノν 爾

ノ 一 石 混タ 三 ヲ , 此 至 :{: t麦、

一 九 ア 采 JV 十合 ト、 地 レ ノ 中
白且4・ ......... 指 及 ヲ 九併ス方 , 多 絶r、 ／、

乃 ...L. 鎖青 以年 三／ ーー 精－ 敷 三ノ，、

歪 !& 混化 フ 七 Jテ 於 熔来 ア

一 求精 今 月 成 ア ノ 集明一、 ， 
銀 法娘 ヤ ト ノ11 青方 ジ 治

某 ニ 場 ース タ 化法 盛ニ

四 附ノ
、

ケ 爾 JV 紡－ .＞、 ユ十

倍 ジ 建 月 来 毛 煉水探 六、
乃 鉄築十専 ノ ヲ 事鎖年

至 尾中ニフ ー日ー・ 質 ーー ーー 頃

十 J、 ナ高 探 ジ 施懐従 ーー
f~ロc. 青 リ 貰鈴 ；F ス ／ν 事 至、
ナ 化 而 乃 ユ 現 ノV 捕 セ 9 

リ t去、 ジ 主 従 鎖 ニ鍛 ジ鹿

錨t ーー ブ 十事業 至 i昆ヵ 児

石 ア其 六 ジ人 9 主Iと J、 島

ーー 精傍高亀有原 ジ及 此 牒

合 煉 フ 貰 石 六 J、 青 地 人



有

セ

賓

牧

率

化

？去

割

五

割

乃

至

五

分

ト

－7
u
f
 

金

金

ア

9

7

 

A

甚

タ

微

細

ナ

，，、

二
割
、
銀

u
r

官

牧

率

山

宇

一
ヨ

J『

金
．， 

一
ア

ur

朕

態

ーー

9 

ブ

ア

9 七

割

乃

至

七

割

五

分

、

銀
一
制
五
分
、
鉄

昆

ノ

青

.J>、

四

，，、

ムハ
O

ア

，，、

制

乃

至
回

プ

鎖

石

ノ

混

栄

治

ア

y
、
而
ジ

ーー
ア

ヲ

フ ー
－ 
ノV

ヨ



近
江
園
田
ノ
上
山
産
雲
母
ノ
一
分
析
試
験
報
文



主： 著主 市長田出水 近
一 昨大母 ヲ ノ ジ邦 江、

J、 ヱニ J、 報上之ニ
園白－－－ ；！！；且底 告山 ヲ J、

＝ぇ 回l主ョ槌ツ面雲ス産粉末緒

i手；類 各ノ母 ノ 砕タ ノ

局ト甚 ｝干与tj究' ειTぇ子 ジ Hf:
ー上←一‘ 

タ ノ開 時；F 母 ιE 
LU 

加 多薄性読 ノ 諸ノ
産

里 ジ ヨp ιヌし－ 4』 タト稲 E. 
τ弓z子＝＝ －？£ι~： ヲ会 析ノ r¥1’ l 

母間｛：カII ユ 試；用 ヲ 母
ーー モ ，、、 ジ 験＝産 ノ

γ1fr. 7 プ ュ供出 分
プ エ 克容 従ス セ 析、
白次ユ 易 事 小ス

試
色ノ 其ニ ジ官 ト 鴎

又 三 弾滞
、

托 験蕗 l!H 錐

J、積カ 1干 ニ治モ 員 報
淡 ュ性ユ 之四小 文
黄 恒 ヲ剥 ヲ十品 安
色別培理 ~ －ーノ， 

ナ スカ日ス 了年モ 田
、

.... _ ，、
9 ス某 セーーノ

若
各 ノV 月 J、

芹 ヲ ヨ 諸 一一一
J、 以 9 慮

5車 テ近 ヨ 夏B
カ 英江 9 

i性 成図産

一



空P
コι司、－

-fl]: 

土
「
ア

後

者

雲

母

黒バ金7

iJ；；ト－ ~;r子
F，ιす？ 品福コ

m：タ 母・バ

風l 属l

一一、
’‘ 
， 

カ

川

化

串

成

分

P
L一室

母

金

目一一両

母

風

並

.＞、
ノ

結

品

ノV 六

射

放

線
ト

~-t· 
コ~

向・

性

完

全
て2

ヲ

得

磐

土

、

背

土

ヲ

合

ミ

褐

色

乃

至

黒

色

ア

ーー
ヨ 錦

、

苦

土

ヲ

合

ミ

蹴
ジ

y
之

ヲ

大

別

ー
－ ミ／

ユ
黒

雲

母

属

ナ

ー
－ 

ス
、
此
打
痕
－
一

.＞、

車

斜

品

系

ν 

Y

打

痕

ヲ

生

ヨ

') 

成ジ

ー
－ 

一

数

百

年

以

前

銃

ア

弾

力

性
ーー

ノ線
用
、
肥
料
用
、
減
服
用
等
ナ

・－ー

位

ア

窓
硝
子
用
、
眼
鏡
用
、
火
焼
用
、
塗
料
用
、
混
紙
用
、
装
飾
用
、
製
克
用
、
護
熱
用
、
電
気
絶

ジ

プ

風

.＞、

，、、
一

時品

メ

－7

民団汀

L

了

ト

．，

V
E
・
E
－F

ノV

ト

並

ジノV

ト

d，、

一中一回母

プ

J、

鎖

苦

土

雲

母

') 

プ

二

和

e

プ

黒

禍

色

ナ

ト

ナ

二え

ジ

ト

属

ス

、

業

務

芹

ヲ

鈍

キ

ト

ス

ヨ

ηノ

hA
口
削

i

I

 ト

ナ

') 

且

ツ

川町
川
開

面

滑

カ

毛ノ

4

プ

市

坊

ー
－ ee
也

Pι
ゆ
え
’

5

r

T
ノヌ

E
主
ノ

ノ

用

詮

ヲ

康

カ

ナ

ス
、
前
岩

尖

端

ア

ロ
王
ス

リヲ

得J、

ノ、

，、、

ジ

1!11 

白

雲

母

凪

ヨ

') 

又

主

母
ノ

以

ア

衝

撃

ス

種

類

ヲ

一
戸質

問
只
セ

ey
光

課

ア

ノv

思11iy
、

用

お

中

主

ナ

ー

もノ

フ

ジ

z調

不

良

導

臨

hp

JV 

所

以

ナ

') 

ト

ス
、
即
チ
白

雲

母

" 、

透

明

ー
－ 且

ツ

チ

禁事

ー
－ ジ

7 

JV 

時
，，、

直

別

ス

JV 

ト

透

明

ー
、
主
、

事
y

目
H
H

3

4

」
J

nmny

H
H
UW

ー
－ 
ジ

フ

L〆

タ

於
－
Y

磁

物

中

第

ーー

強

靭

ー
－ 

JIノ

ごr:



フ フ 得；z ーー 装芦］）結 ヲ 盛 ト 工 ヨ 雨

ノV ツ タ 母用飾産 if日’ ジ ーー
少金、 y ノ

、 ク ノV ノ フ 用 ノ 大 7 使 ナエ 巳潟
」

ユぞιE主子 ヲ 薄ー ト 二与£去; ナ 大用 ク 等 ーー ーー

母用井大 ナ 母／ν 一申 セ 且 ノ 窓破

J、 ヒ ヲ 用 事〆 ，，、 毛 ’lw旨 ラ ツ 議柏、壊
、

結 フ 所；主 又結 ノ 快 JV 温日良 子 セ

品主要 J、 製品 ーー ヲ
、
特皮月j 用 フ

ノ 母 ノ ’屯 克小限戚 ーー ノ 日良 － ー
JV 

大 ノ 形気 ーー ーー フ セ援激鏡供 、

ナ 露目 ーー 絶 ｜探 ジ ν シ櫨盤 ト セ コ

JV 芹製縁 ジ ブ 本 J. ーー ーー シ’ フ ト、
ヲ ヲ 作韓 製普ヂI＞蓋使耐ア L〆 ナ、
妥結 v :7 品通 ーー ジ用 コー 使硝、 ヨF

セ 合之ノν ノ 之於以 セ ノV 用 子 ヲ

ス ス ヲ :::? 附 ヲ プ 上 フ ヲ セ ノ 以、
此ノV 絶 ト 若：粉 J、 ノ ノV 以 フ ま日 7 

ノ 一・． 縁 一ー ヲ 砕未用 、 プ レ ク硝、

女u至瞳在 ！~ ジ
、

タ逸｜時燈火破子

ク レ ト 9 ク 塗之ニ －・、 火熟損板、 、
ーー 9 ナ 以 潟料 ヲ 過激媛 ノ ス ノ、 、
ν 故 シ前 メ 壁産ス ジ 撞 持ノν 使

ブ 一世 :7 J、 珠土出ノV ~ β、夜~ ーー 恐用、
製此 ノV f云 メ 壁 セ 堂 ｛ 執… ノ 盤 Lノ セ

ムハ一一

3ず且ti 日 毛
←fJJ: 之紙 サ f手気被化 ナ フ

セ 的近 ノ ーー 等ノV J、 ヲ 覆 ヲ ヨ号 レ〆

フ ーー 来 E 塗 ーー カ 白 緩用 ~旦~ ヲ ．サ

ν 供 J、 1Pi1 ！ヰJ1昆女n1：不n ト ク 以 JV
I 

:7 用 シ ヨ Jζ シ ジ時 ミノ ジ ノV プ 以、
;v セ ニE 9 JV ブ 本ノ ノ」 プ 工2 石 トJlj



間一際解 分 通 2 土 品 プ ナ紹ーー、
実名 水 ーー セ 析ノ ！手 ノ 質務 因 シ総

、
ジ分介 JV 試岩 J、 代劣 訴え 9 但 i慢
プ 在部料石弗 用等管 ブ ジ J、

、
後 試セ分 J、分素！芸ニノ汽大雲絶

秤料 Jll J、分析 Y母供 雲鎗 ユ 母線

量 一分載 j拝法 ジ ジ陪等減ノ度

ぷ 克解断セトク ノ 或 J、ノ殺絶ニ
、

ム分 J、近被夏 ヲ セ ミ／ テ趣 セ縁於

ユ取 JV 去 ノν ヲ 等 析 油 時覆 フ 度ア

之 9 物 9 新異 ヲ 二 月 巴 用 ノV J、 雲

ヲ 揖質後鮮 ュ 合 i昆料 ーー 、磁母

同氏ヲ 与Pナ セ 有 ミノ 一ー 供 モ 性 一．， 
温百除閲 ノV JV ス ブ j昆ス ノ 磁優

度度去両部屯 JV 之 ミノ ト ヲ 9 
、

ー．， 乃 ス ーー 分ノ Z主 ヲ 或 ス合及
、

於 至 JV 沿 ナ ア 酸 機 J、 叉有質

ブ 百 ヲ ブ フ ') f童 械爆 主 セ 柔
、

熱五喪：破サ左類 ノ 後 母ノレ軟

久度 .7. 砕 JV ニ ナ 減築 －＇，、 ト ーー

JV ノ ・ン へ こ首： ノV 摩 製 熱及 る〆

::? 話t 蒋 カ大 ヲ 用造 ノ itfJ ア

度 ク要以 ーー ーー 不脂鵠：

Rf.J ーー ト ス ヲ ブ 供｜祭 良類隙
、

十於 ナ 飴記其 Jミ ミノ 噂 ノ ヲ

五 7 ジ ア載分 JV プ 組 附生
、

分約 各周セ 析 ーー 之 ナ 着 ス

間三 井国 シ法 至 ヲ ノV セ Jl' 

ノ ノ ＿，、 レ 正主 ヲ ノV ::f 

ジ 分 問升 :;lj: ') 藻 以 ト ト

六
四



タ 長分 化又 灼 一u ノ 三J ーー ジ 一 ト プ、 、
宇ノV サ ヲ 量 ノ 此 雲 止熱 Jテ 化ノ 再

管 U 約定 ヨ 程！祭母 明司P 減揖合差 ヒ

ノ 宇一量 ？ 度第 ノ フ 量氏水 J、 す千

遊管尺 セ 灼 J、ー灼 ス 法百分即量

t詰 ヲ ノ リ 熟 一銭熱 るノ ーー 五 チ ジ

ーー 結燃 減 Jj£ J、 ス 7 ヨ 度化 試 ー

鞭 合焼 量 セ 酸 ノV 弗 JV 迄 合料定

化 シ用 ヲ ・t 化場素 ヲ ノ 水中重、 、
石外硝 手前 ノV ジ 合硫得温分、 ーー 量

2足 気子 正 ヲ 7 ーー 黄 ;;r. 度 ト 水 ヲ

管 ヨ 管 ス 以第於炭普 ーー .＞、 分得

ヲ ゾ ヲ ノV うF 一 プ 酸通於化 ト 戸〆
一

辿水取 :2 簡錨 .＞、 等灼 プ 合ジ ーー

結 分 '} ト 車 ト 是凡熱飛放 7 至

ジ ヲ 一 能 ナ ナ 等 ブ 減散態 吸 '} 

及侵端 ，，、 ノV '} J、熱 量 セ 一．． 牧ア

水入 ーー ス 計却灼 ノ ト サ 於セ 止、
P~p セ 秤－ 依算 ア 熱~綿ノV プ フ i‘ 

筒 ナ量 プ 一・－ 業減 ーー

、
ス 屯 員え ν 此

ヲ フ 三宅 左 ヨ ノ 量 飛 p’ ノ 料 タ 一

使 ジ ，、、 ノ '} 重 中散 モ ナ 中 JV 定

用 よ‘ キ 方策量 ーー 二ス I '} ーー 屯重
、

ジ ノV 種 法 一 ヲ カH ，、、 .＞、 而イ子 ノ 量

大五

プ 震化 ーー 銭増 J、 ヨr 会 ジ 在 ナ

試メ 石 ヨ 又加ノV 毛 * j・ 二λ '} 試

料硝友 '} －＇・、 3屯 毛 ノ 分其 JV 料

中子 ヲ 化 第 JV ノ ヲ ヲ 定 ＊ ノ

ヨ 管入 ’九ロ ー一ー 毛 ト 合示量分 重

'} 及 レ 水蟻酸 y：有 ス －＇，、 一ー 量



強弗 ーー 載 7 融醍三 ジ ケ ト 量 ヲ 昔を、
熟化白 セ ま圭 ジ カ日 正圭 タ JV 約 ジ 熱生、 、
ジ＊金 フ 酸試虫酸 JY u 三次 ジ .7. 

、
冷素土甘 レ ヲ 料 ノ 錨 毛 宇十 プ P~p ノV

、
却 ト t品 タ 分 ヲ 無

-1 
ノ 管分試筒水ア

シ 濃 中 /I／離完＊ J'V RO ノ 問 料 ヲ 局、

7 硫 一・． -"= セ 会 j昆 、ミ チ 重 ーー 一作 ヲ

後酸移 ノ メι入a、 化 量 ジ克 用抽ジ ーー ーー

再 ト ジ ト ム 分物ユ メι～] ノ プ ヲ セ 出、
ヒ ヲ 灼 同 英 解 ヨ 水 差 冷 入 三ノ セ

秤加熱様方 セ 9 ム 分 J、 まH ν A 9 
L 

17・ 
、

主ヨー ジ ナ 法 ジ 成及 ナ RP v ノV HU 主昆 へ
I 

ス徐冷 JV －＇・、 メ レ〆 チ 9 チ後ノV :3 チ、
水 再 白3ト此 々 まp ーー 大 タ JV タ 始

チ

時 一ー ジ ヨ 野 JV 熔 ーー 分 ヒ 金工約 :-

*' 柑蒸秤 9 技後融ユ ノ u 舟・／.十月

f両接量蕊 師之弗l 会字 ヲ 五燃

中 ミ／ ジ ーー ノ ヲ 五 よ‘ 量管燃 分焼
L 

ーー プ 7 略火櫨克 ーー ヲ 焼 間管

残砧 後ス 山 酸 ト 試 ジ秤管 ノ 中、
留酸之最次溶 ヲ キキ プ 量 中 後ユ

ス ヲ ヲ 後試液 白一 之スニ 冷試

ノV 飛 水 ーー 験 ト 金克 ヨ 始装 却料
屯 散 一世 位第 ナ 土甘 ト 9 メ 入 シ ヲ

ノ セ 7 駿一 ジ 土 品 決 t.Y,J ト シP 7 入
＿；・、 ジ 潤 －＇，、 回蒸 中 酸 ノ 終亦 u ν 

普メ ホ 総報稜 ーー 曹 *' 9 熟字 3、

一通最 ミノ 紙文乾投迷 分 ト 3ζ 管 ジ
-1 、
チ 後之 ト 一．． 綱 シ 及 ヲ 一．， JV ヲ ブ

タ ーー ーー 主主 ~~ ジ熔炭 減於 コ 利i 之

4
ハ
ムハ



！ ” II 

レ

ト

シ
」
酸
、
酸
化

鋭
、勢

土

等

ノ

微

量

一
一
小
サ
・

ヲ

灼

熱
毛

未

タ

其

会

量

ヲ

一
使
用

ム
」
類
ヲ

砧

酸

ヲ

除

去 ス

ノV

一
使
用

ノ

重

量

ノレ

ジ

ノV

ス

盤

基

性

酷

酸

盤

ト 政

ト

ジ

和

ナ

y
、
（
術
水
「
ク

ノ

是

等

毛

ト

立

7

，J

句

叫

事

1

t

d

セ

ジ

内支

ヲ

ノV第

二

銭

タ

ー
－ 酷
酸
「
ア

タ

Y

白

金

柑

塙

中 ナ

ーー

ジ

－Y

雨

皮

秤

量

ノ

，，、

ス
、
白
金
柑
桝

ユノ

モ

差

某

偉

酸

化

磁

並

＿，、

即

チ

駐

酸エ
鋒

土

等

ノ

沈

澱

ーー

ニL

ム

L
7
加

ジ

－
プ
沈

澱

セ
乞ノ

メ
、
ー
之
ヲ

ー
－ 入

ν 

灼

熟

ジ

－Y

秤

量

ロ

ム
」
、
「
バ

即
チ
酸
化
織
、
林
野
土
、
「
チ
タ
ン
L
酸

ト

之

:;:;r 

差

此
重
量
中
国
一

メ
、
之

4尋キ

力JI
F、ーー

徐

々

一
熱
ジ

硫

酸

ヲ

合

，、、

ジ
、
之
ヲ
鴻
過

ーー
珪

酸

ノ

＿，、ヲ

悲第

錨

ーー

カ日還
元 ＿，、メジ

ヲ

ゐ

叫

向

E
R
A

－吋司
，

金

量

ア

ナノV熔

融

JV ジ

チ水

ヲ

加

之
7 

ム
」
、
「
ジ

，、、

鍛
及
「
ア

椛

酸

ヲ

飛

散

セ

／レ

うも

ス
、
此
重
最

件

フ

微

量

ノ

長

ト

ス
、
然

ーー
ニLジ

ム

ノV

ー

－ ク

ム
i

一、

燐

酸

等

存

在

ス

ノ

珪

酸

ト

ト

白

金

時

批

判

，、、

ナ

η
ノ
）
か
ハ
ア
同
時
禍
内

ヨF

ノ

JV 

llキ
a，、

ー
－ 無

水

重

硫

酸

加

里

ノ

ジ

英

重

量

ヲ

ρ

普

通

不

溶

解

物

ト
前

ノ

ま主

酸

－

一

硫

化

水

素

ヲ

通

二λ

ν 

，，、

ー
－ 
－
プ
満
定

フ

ア

酸

化

鏡

、

禁

土

等

ア

溶

解

性

ノ

硫

酸

盤

ニ

挫

E主

手ノ三／

ア

秤

量

’・¢d
E
一、

ar

，q，
 ，、
ν 

而i

過

満

俺

酸

加

里

液

三／

e

プ

線

液

中

ヲ

レ

ジ

ア

微

量

ノ

ノ

量

喝、：
J

ノ
寸

ー

－ カll
フ

三／

ブ

蕊

5説



i前 等 ヨi. タ ヲ ゴk セ ーー、 四 タ 一時 ノ 之 ノ
、

町珂￥、, f奄 ヲ 満ノV 以 ーー 三ノ ブ 1ノ 秤；夜 ーー・ 会

水ー」酸量ヲ 沈 f奄 ~!l 7 法 ム ヲ 適、量

去澱
ー寸、

ノ ？両 ーー
}J 

ノV 潤 錨及 ジ 得酸 ヲ

9 セ 会定 排， コ オ＝ 及 椛 ブ
，、 化得

JV 

タ 三／ 量 ジ 勝 ト ジ 第 酸得 ~ 水 ，、、
シ 、 、

｝ν メ ト 第 水 約 之二 ノ jJ 之素 ジ
二工 、

被 タ ヨ 一ヲ 五 ーー 蛾重 ノV ヲ ヲ 叉

中 JV 
よ‘

9 餓 入分弗 最 酸標カfl 副可

ヨ 後 L, 算 ヲ レ R司 化特 ヲ 化 準 フ 定

9 鴻 及「 出 定 タ ーー 水 ーー 目先 録E 祝え レ 後

裕被
・司P f'旦. JV 及素細 ジ 欝 ト ノス J、

グ
J ー寸

酸J 中 コλ ピ ，、、 被粉 プ 土比 チ 取
子

、 、
ア ヨ 而 －＇，、 算L ー寸 色 タ ーー

9 
ジ ヲz 試硫 ナ 出

チ
稀よ‘ シ ジ ン

I ニ工
タ I ．一

:c プ ブ 料酸 セ 二え プ 酸硫
」中

ン -, 

－ ー

ロ 第 ~、 ノV L チ ノ 酸
酸

7 、ー、 且‘ 一 フに去G・ ヲ 五え タ
f!、－ 

ヲ
L 一ーー 及

1‘ 
γ 銭 移 会 注 料 Z主 〉〆 量加
L 

駿 酸L 法法論． ＿；，、 ジ ーー キ 守主 一
，、、

ーー ーー 俺 此 直 分熱克
ノ

ノ 従 ブ

ヨ ヨ 第 チ 解 ヲ ヲ 合 量 プ 之－＇，、

9 
9 

錨 一 ス カII 白 ヲ 濃 ヲ、 ーー
量「 、

及 ヲ3 J 銭；邑 ，、、 ，、、 金 』，...＿じ． 度 百
J ア ヨ

・守 ノV ノV ノ 溺 ジ ブ 柑 , よ‘ 異立
、 、

グ ジ ．． 、 量 俺 之徐禍 酸 又 ナ 1i 

...... 
ノ、

入

不 二L ーー ト 酸 ヲ 々 化 祭 レ 糎

ミノ ニL 前 カII 時 ーー ーー
鍛 土 ノV ト

ユ よー 一由 史 f~.~ 沸入 、 ＿；，、 黄 ナ
しー よ‘

「
J、

L f号 被 ト ！鳴 レ チ 始色 シ



ー－－ －－ －ーー

沈 ヲ 之 之 屠 ヲ て1 升 ーー ヲ l‘ 
-'- よゐ，、-, 、 L 

澱完 ヲ ヲ 9 待 よ‘ 会ノV 少 解． ふE J、
L L ア I 

物 会溶櫨 ジ チ J、 ク ヲ 量 プ ーー カ;v 
＿，、 ーー 解紙 ク 夏 溶 議 加 ノ 白 ク

カ
ノV

沸 沈 ジ 上 l‘ － ー
液 ク ，、、 水 金 l‘ ジ

L L 9 
勝澱再 一ー ノ 之 ト ノV 極 ヲ 皿 益 ユ

セ 物 ヒ 傾 溶 ーー ナ ーー メ カH ヨ
属I 

ノV 中 ア i沼解 一 リ 至 ブ
，、、 ーー 9 

類
主‘

「 、 一寸 L 

ア ヨ 、、・．
ジ ヲ 一 7 レ徐 ブ ア 1此 ヲ一、

、． 、 リ ノ】／ 白 f在 f両．
I 

ア ，，、 々 曜 JV JV 特 去
、

JV 溶 ア 金賞 ノ 宅、、 曹 ーー ィιヌJ j昆 ーー 9 
、

ア 出 ノV 皿 ナ 強 ノV 達 熟 物 9 合細 タ

JV セ :;:! ラ E軽
、

ア 並． 3ミ ノ 金 持1粉 JV

士:r ジ ノ ジ R吏 JV ーー
、

是 濃属 ト ト 被

z‘ ノV 沈 i.、 ヲ ゴ ;1111 ーー 厚類共 ナ 中
、 L 、

ノV ダ〈 ヲ i肢 而 カ日 里於 ナ 盤 ー・－ セ ヨ
L 

ーー 一ー， 加物 三J ，、、 JV ノ ブ ノV イヒ 白 JV , 
ブ 同 ，、、 中 プ 沸 L中－ E純水 溶物金試燐-, 
数鴻沸 ーー ア 騰 ーー 化 J、 ‘般 ノ 坊料酸

同 紙）騰 ・＇，、 、、司 セ 存物次 ヲ 合 f品 一 曹一
洗 ヲ セ 再 ノレ モノ ．ス ，，、 第作 量 中克 達、
源用 ジ ヒ ア メ ノν 会 － ー

ヲ ーー ヲ 法

ジ ヒ メ 数ノV プ 一－・ ク 恭之集 プ 2足 一．． 
タ ブ 7 摘 ヨ 其 至 沈毅 一．． 

I 
メ 熱酸 ヨ

，、
九

JV 之盤 ノ * JV 澱 ジ ア プ ミノ 石 ヲ
、

f麦 ヲ 化水 ノV 分 ，、、 三J 溶 、司、 秤普 友 ブ
ー1 」 、

之 a設 , ヲ ノ ヲ ジ 臨 液 JV 量 通 ト 定
、 、

ヲ 過 手ノ カII 溶 去 主主 化 中 ア ジ ノ 盤量
p 「 、

熟 ス ，、、 被 ヲ 冷 リ ノ ノV 後 11国化 セ

湯 其ご
I 

プ ー，、 一まH ジ 71< :J 之 序 ア



ーー
溶

解

ト

キ

A 
ロ

量：
，，、ト

ジ

プ

先盤

化

加

里

及

盟

化

曹

達

ノ

ム
」
ノ

島
田苧

uu 
チ

..；，、

＝

使

用

秤

量

RP 

瞳
化
「

y

ノ

差

チ

ーー

何＝ 臨

化

加

里

及

盟

化

曹

達

以

ア

以

上

..＞、つ
ア
ミ
ル
、
ァ

化

曹

達

加

盟

七
、
弗
素

成

)V 

"' 
ーー

炭
酸
「
ア

「
ア

ン

モ

酸

ーー

内圃－；

フ，、、ユア

中

和

，、

ヨFノV

ノ

合

量

ノ

分

離

試

料

二

克

ヲー
－ 

決

酸

曹

達

及

品

川

酸

加

里，、、

ク

低

温

度

ム
」
ヲ
加

ム

ごE

ー
－ 
ア
」
ノ ヲゴ三／

ノ

微

量

ヲ

ー
－ J、

同

数

ヲ

Y
」

ノ

使

用

H
M

ノ

＿，、

普

j邑

ジジ法カ日

タ7 ー
－ 

ーーフ

)V 

白

金

皿

中

合

量

ヲ

ヨ臆

ノ

強

化

白

金

法 ノV

，、、

放

置

於
e

プ

熔

融
γ
後

之

ニL

ム
」
ヲ

臭

気

会

タ

y
後

之

除

去

?? 
/ 

後

生

セ

一
少
量 ジ

、
水
ヲ

ジ
、
之 ヲサ

溶

解

9 ジヲ憾

過

ーーノV

ト

ス
、
然

七。

4号
，、、

ジ

、

蒸

接

乾

湘

移

ジ
、
此
合
量

レ

ア

得

タ
ジ
、
随
－
Y

是

等

ノV

盤
化
「
リ
ノ

タ

ノV

要

ス
、而

ーー

懐

カH

ス
、
鴻
波

酸

化

亜

鉛

ノ

茨

酸

曹

達

ーー

ヨf
レ－Y

裳

沸

JV 

,..,_.. 
)!:. 

ノア

白

金

皿

中 減

ジ9 ヨ

9 

成

－＇，、ノ
「
ア

迄
燕
山
稜

ト

過

剰

ノ
数

ヲ

ジ煮

沸 モ
「
ア

J，、

皆

ナ

γ 

三／

司．、、

y
、
ァ

秤

量

臨

化
「
y

内
ノ

ム
」
ノ

ス

ノV

ノ

盤

化

物

ノV

コ

1

Y」
引

ジ

ク

ム

」

-""・ :m. 

9 
，，．、

ヨ

ジ

、

盤

化

加

盟

及

鞭
ト

ノ

臨

化

瞥

逮

JV 

混

合

剤

十

克

ト

ム

業

水

溶

液

ジ

ユノ

4:: 

ジ

鴻

過

関

化

石

友

ト

シ
、
主
（
総
液

－Y

之

ヨ

ー

ア
」
溶
液

並

ーー

一

炭

酸
「
ア

リ

過

剰

ノ

ヲ

カti
，、、

ヲ

硝－

ヲ
加
フ
、



ti'i 以／？／ チ 物 土！？｛ぷ － ・9
燥是

礎 化水 果上 不 y{ ヲ t品 ブ 於 ミノ ーー

左 越 溶酸秤中生 7 士官由
令

へ 解 石 量 之塙：Fノ ーー ジ

水 主日 タ 物友 ス 入 !7 ヲ 中生

ジ ノv NII ノ 此 ν JV 務 ーー ジ

感分分 方 チ 悉方熱酷畿 7 タ

r切、 f出、 〆ー同。「 法弗 ク 法 ジ酸乾徐ノν

ニ化酷 ヲ プ 石油 々 弟、凶。J 」日。，、J

｛瓦石酸 民 秤 友 .A ーー イと、
ブ Z足盤復量 ヲ 次 灼石

黒 返ノ ト ミノ ジ溶 プ 熟友

江量 ジ 7 再解之 ジ並
雲 、

悶 ヨ プ 二T、 ヒ 三J ーー 冷 ーー

母 回 , l徐溶之ア 少却 炭

ノ 弗去解 ーー 鴻量 後 酸
f、
百 上素 セ 物 酷 遇 ノ 約 石

一 分 山 ヲ フ ノ 酸 ジ熟二 次
五一 0 、
ゴ 、 ・中

産 算 ν 重 及 不湯立 ノニ六 人〉
・一－ 』一－・ "f、. ノ 出 タ 量 水 溶 ヲ 方 j昆

雲 ス JV - ヲ 解 加 糖合
勺

母 時 定 加 物 へ ノ 沈チ

手／ ヲ ナ .A ．、、
J、炭酷 澱

v 
jν 分 , JV ブ 先酸酸 J、

七

、
!J.' 析 斯 ーー i慮 ーー 石 ヲ 之
イ

王；邑使友 加ジ ク ヲ
」

タ ジ ノV ジ 用 ノ ，、
鴻

四 百r、、

六二 0 分 ノV プ l時 ；ィL ジ 分 湯 過

えδ五5 ーー 得 －＇・、 洛タ 解 浴 モノ
・・・・.. -・ －‘ 

一 業 タ RU j将 ノV ーー 上 乾



ユ 完黒試附

7 会雲料 弗磁曹 hn 苦 :ii 酸よ磁酸薬事

容ナ 母ノ記 常 化化

易 ν 物 リ 化 タ

第 第
ユ ト結理 ~ 潟 ． 
熔 宅晶的 ウ どーー

融弾ノ性 素ご 法 塁 土 灰 俺 酸綴織土

ジカ大質

7 祉性 ず J、 3 ~、3。ノ~ ~、0ノ~♀出 2足、~ ~ ';zj、も~J ~ 
黒著－ if f 左 ε 
色大径ノ

塊 ナ約如

欣ラニジ

トス糎、
ナ分乃

レ解至

, セ二二

此ノV 糎 三 o一七 O 二四 0 九三 0
!≪i処 織 1・ 1・.ー＇、 1・ 1・ーーー
l勾ミ ユ 一 五 0 0 三二七二人大一

火鎖ジ O 一五七六人一 0 - 0 0 

娼ヲア

エ散総

赤在黄

色ス 色、
ヲ 「タ

プ
附 y 呈

興ゼス、
スシ場 六一二入ーー七 O 四 二五

L ＇、ー’＇ .・. ＇・
JV 燈 J.l日 七六三一四四ニー 0 六三

中性 三五二九二入七二七三九

七



火 テ ~ 
ー可

ト
チ

焔 フ ;{': ジ 著

’F 司 ス 少 ヲ ジ

赤
－、1 

フ－ 
ジ Jν

色 ユノ ク ダ

ヲ ぜ淡 イ

付 シ 紫ト
L L 

奥 燈紅

ス 中色結、
而 一．， ヲ 品

ミノ 7 帯 ノ

7 J、 ヒ 大

打黒透サ

痕雲明 J、
ノ 母 ナ 前

一ーー '} 者、
線比努 一・－
J、ス 開比

正 v 性 る／

一国 ，，、 完柏、

克容会少

軸易 ナ る〆

面 ーー Lノ ク

ト 溶 ト 大

-1: 平融 :c ナ

行 ミJ 5草 '} 

セ 又力 ト

'} 著恒： J屯

ジ著色

ク 大 白



近
江
岡
田
ノ
上
山
産
雲
母
ノ
溶
解
度
試
験
報
文



主

母

類

ノ

種

々

ノ

酸

類

中

－

一

溶

解

ス

Y

度

ρ

其

酸

類

ノ

性

質

！調
Jミ

JV 

川
勿
論
、

近
江
園
田
ノ
上
山
産
雲
母
ノ
溶
解
度
試
験
報
交

農

商

務

技

師

河

村

又

某

濃

度

、

温

度

及

浸

演

時

間

ノ

長

短

等

二

関

係

ス

JV 

ごξ

ノ

ナ

リ

ノ

近

江

田

ノ

上

山

産

主

母

川

安

田

鶴

託

員

ノ

分

析

セ

フ

レ

タ

JV 

モ

ノ

ーー

ジ
ア
黒
一
芸

母

及

主

母

類

中

「

チ

シ

ワ

Y

グ

イ

ト
」
ユ

届

セ

ー、
Z
A

－－，↓よぷ

一

此

雨

積

ノ

尖

母

ノ

硫

酸

、

硝

酸

及
臨
酸
由
一

JJ 
ス

Y

溶

解

皮

ヲ

定

メ

ン

ト

コミ

溶
解
－
一

用

ヰ

タ

ν
出
陣
内
将
司
内

ノ

R
F
ゆ
万
世

J

一

規

定

液

ト

十

分

之

規

定

液

ト

ノ

二

種

ナ

y
、
某
温

度
川

本

年

一
、
二
月

一
於
ケ

Y

室

内

・

温

度

、

即

大

凡

揖

氏

十

度

乃

至

十

五

度

ナ

9
ト

ス国
錐
「
ピ

カ

1
」
中
－
一
横
物
ノ

定

量

ヲ

入

レ

其

二

十

倍

重

量

ユ

相

封

ス

Y

酸

溶

液

ヲ

加

，、、

約

時

開

放

置

ジ

之

ヲ

鴻

過

γ
、

不

溶

解

残

澄

ヲ

洗

麟

ジ

ア

後

乾

燥

ジ

，.ー

七
五



解本 Jl' 十 ーー 別 1-J ノν 別 土解之、
試賓 司、、 レ作 表 J其 百表石 セ ヲ

験験 ーー ヲ 用 ーー ノV 分中友 ジ秤
ク

、
於百ぞー苦物量ヲ ーー 又 セ

省際 ご
，－－－、、....－＂

巣 成 フ ヲ 分三 ... ，、 土質 ス、 、、一”’ 、
1イ1..1・ キ ジ i的分 JV 見率 J、 溶 及I 

ノ 而、 I 

一母 又 9 俺 中 、 JV ヲ 溶解 ア 鋼、 三J－－旬、 寸

近 第 ジ 之 カ ＝コr ヌJ 示解物 JV 量 7

江 一 7 一－・ JV ト 主IJ ス 物 ノ ヌJ ナ 某

図 錨 z‘ 女 ジ著 ク ノ 英 リ , 重
しー 、

試金等L 而、 量田 J、 並 占F 7 ジ 一、 、
ノ 第 ーー 駐－ l‘ 而般 料量 ノ 三ノ ヲ

I L 

上 一 チ 素
、 もノ ーー 中 ーー 量ヌ・ 試一割．

ー寸 -, 
山 鍾i タ ，，、 司~ プ チ ーー 1-f ヲ 溶料

産 ーー 其 グ某 シ -2. 、 ス 検波 ノ、』J

共 ニL 影 ;f- 作 ヲ 有 JV 定 ヨ 重

ー申 響 ジ 用 JV セ 百 3屯 9 量

之 よ‘ 最 ク ，，、 ダ フ 分ノV J、 ヨ
L 

JV 率ヲ ..＞、 モ ム盤 イ ヲ 普ー 9 
L r『、

定甚小川 酸 ト 、 ニ得 遁差
、 L 、.....，

i雪ti: タ ナ 酸統 J、 之ノ、 ．、、 ノ iJ I 
るノ 少 9 ノ 酸黒 ト 溶 ジ 方 キ、
タ 量 影砧、雲 等解 ？去 タ

9 ナ 響酸母 ジ物 ーー JV 

ノV 最 ノ ーー ~ ノ 従差

ヲ 毛 順比 物試 ヒ 数

以 著 ーー ス 質料 批－ ..＞、

ア ジ徴 L〆 会 一・－ 酸即
タ 、

;!t －、1 弱 J、 最 f.J 銀 チ
、

溶 アト酸 一世 ス 撃事溶

七
大



厳鋒磁 曹 加 苦 石 酸 酸 量 挙桂

化
化化

満竺
第 ；主恩土灰俺鍛土酸

一
〉ハ；r店。百 ハJ貝五 3嗣ハ原 JハP'"' 、ハt三ノ ハu同9宮 八邑u9日 ~ 門~ 

鍛土厳

0 九一 一 檎 一入一一員三石ー｜ー｜硫

七三 七七二九二 二三五
一 七四 一一 七 0 0 0 二一回 0一一

一 一

磁r、
一

一 ーー
0 二 O 一 0 0 0 0 二一ー 0 一． ． ． 続 九 ｜規
七五 O 0 六 0 一四六 一
0 二人 七三九二五六 0 二

一一定 定

一 液 ー 五 液
一二 O 一 六人五五 一三 九 0 一一ー

1・1・・
入九 九四，四じ 五五 三三九 七四七

五人 六六回一八 三

一 四 三四 ｜一！同
j-、、 ，ム、 ーー一ー 一 同 一二二 二四九 二凶、、 .ー 1・＇ . .喝事

二一 五 0 0 0 0 一六七 一
五五七 四八九人七八五七

よー十

一 分0 - 0 －ー‘ 7J2、 0 0 () 0 0 - 0 0 一

主II
、 、 、

之
． ． ． 、

1・、 ． 1・ 之
三 0 0 0 0 0 0 0 回大 O
七二六 一 二 三三三 六人目六 一

規 規

定 定

液

。司 qi ュ I~ 一周入｝一三三 O 一 、ー’

七 O 三
、 、 園、，ー 1・1・
四 二 三 三二一一三

--11 r・主、. －・4- 三 四 三 二 八 一 六六



曹加 苦 石酸磁 器確 -11曹力日昔石殴

化化 I I 化

潟雪 I I 潟

チ 途塁土灰俺銭土 敵 ｜ ｜ 塗 塁土灰俺

ンー

ソ
一 二五

ノV 三 0 0 - 0 九一 一 蹴 七七凶 一 入
1・ ・九 “ ‘ 、 、 1’ l l 1・ . 

タ・ 一三 入九二人入 0 一三四
五 四 0 0 0 入 0 一 二一九 O

イ 一一

~ 酸ハ
，，『、

近 0 0 0 0 0 二 三 O 二 0 - 0 0 0 
' ' ' ' l ・・ E 曇月 ・ B ’ l ' 

、江 二 七 0 - 0 二九ー ぬ 四 一 二 七五
四八七 四 七 0 0 四 四 0 入

園 一一｜定

田
ー 液、J 四一 七 一 一

ノ コ 入 五 0 四 九 o 一 一 五七 一一
l 、 九 1・ 1・“ l ー‘ l 1・

上 五 O 六 一 六 三 七 六 四七人 三
七三 一 七回三九七 二三入九 0

山

産、＿，
三 凶 ｜ 一o一一 一 0 九 九 三一 ｜同 二五 二 五

九 九 九 九 ・一－－  九 ・ 1・入1・・・0 - 0 五 一 九 八 一
入 六六六 O 二 二 二 六 三 人 二三

｜去

0 0 0 0 0 0 0 0 二 分 0 0 0 Q 0 
、 ） ＇・＇ 1・＇ ' 之 1・＇ . 1・ 1’ ’L 
0 0 0 0 0 六 七 0 0 一 二二 一 屯

二 三 ユ三 O 三 八 六 ｝ 六 一 0 入 一 入ー
一一＿，規

定

ロ 五一
- 0 入－ 0 一三 o 一 五 一五二 二

1・、. 1・ 1・. 、事 l 、 l ー－
五 回 入 三 O 三 九 四 ｜ 凶 六 O 凶四
二 凶 九 六 o-o o I 三 0 0 ーo

一一一一一



厳禁稔

it 

第

一一
級土酸

I －ー｜

二五 0
・＇、
一八人
0 一入

一

二四三

0 三 五
五八四

！一一一l定

！曹カ日）＇，：訂百主酸訴球

化 11:.

2存
t有 a

i奉呈土灰俗鍛土酸

一一一 一一

九 孟 五 六 三 三 二五 ｜一 ｜硫

一七七 O 六 0 0 五
九一二二五五入一

酸（

規

定

一一一、一一

一

四
‘
二
三

二
、
四
二
一

二
、
五
凶
一

一、二一

一

一
二
五

一

一
二
‘
五
七

一

一
、
八
四
一

七九

人口九凶． 



草子加 :!Jr?i 酸厳禁幸雄 曹加苦石直童

イヒ化 化

持E
潟一 溺

主主旦土灰俺鍛土殿 主主塁土灰俺

0 ~ 五六回二三入 趨 四九七人二

一三入 一 二 Pl.I 三 五 回三一 0 ー
七五 一一二三八三 人二 七 七 九

厳
r、、

ご四一一 0 二四三一 0 一一一二
．、‘、ーー、‘ 規 ’官 、“

一 一一一八五六入 七孟一二六
0 0 () j； 七七二三 六入二七六

定

三 五八人 一三 液 一 三 九 一
五一仰木 一二 O 八 一〉 九九五 二 八

ニ三 11九九二 O 二 一二 五凶入
}i 八 八九入 O 四ー 三九六三二

- . 全 一・~ -七ー－ ._., －ー ニ二 l"'J 一ー 二二 し - ／、 ニエ

七九 一 六 三 二三 Qlj 五七八七 一
七 gq j； 八 三 六 人九 入 0 七 三 四

一一 ー

ー上r十崎、

一 二 C 0 O 一 三三一分 0 0 0 0 ー

-t c.）三宝；メ孟ニii¥ 之 三4；両元孟 へ
八八 0 - 0 七六三 一 0 六 五 O 三 llo

規

定
潟三＿，＿ ー

一 一一一 一 H、Jd『 帽ー・／、－・・

一 五一 四八三一入一 三九一 0 --

三 J~t ：~ y；三 四二三 六 二七九 δ
入 －－ c ：：：九聞 大二 一九六五 O



明 明

Y台 治

四 四

十 十

著 一 一
作 年 年

入 入
権

月 月
所 －－－ 一一-－ ~・ 一

~又ii;.. f-11 印 有 イa

貿 Jiiii] 同I] 一 入

日 日
所 所－ 者

を美 ド｜］

東 東 東 手了 崩I}
原 原 思 農

汁i 首I

東利1 東刺I 田紳
一回 回 田

商 定

陽 貯通 電陽 匿 中立 債
話 通 金

事「f （新 新
一堂石 本堂石 市石 務 一

同‘ 局 町 町
拾

一支三 九支 ニ 之 三 一
銭

番 七 番 番

省 一
店 地 0店地 助地

」 J



書圃刊新所査調質地

森

幅

地

岐

幅

地

形

周

防

洋

岡

幅

地

形

輪

島

闘

幅

地

形

上

牒

画

幅

地

形

下

牒

闘

幅

地

形

仙

豪

圃

幅

地

質

人

古

闘

隔

地

質

珠

mm
岬

園

幅

地

質

同

上

説

明

周

防

洋

闘

幅

地

質

固

同

上

詑

明

害

上

鯨

岡

幅

地

質

闘

同

上

説

明

書

地
質
調
査
所
事
業
成
積
第
四
同
報
告

地

質

調

杏

所

報

告

第

一

蹴

定 定定定定定定定定定定定定 定定定
債債償債 債 償債債償憤債債償債債償

闘

同

形

串
旦

困

岡園岡闘間闘闘悶書

和

文

金

参

拾

銭

欧
文

金
会
拾

五

銭

和
文

合
参

拾

銭

欧

文

会

委

拾

五

銭

和
文

金
参

拾

鐙

欧

文

金

受

拾

五

銭

和
文
金
品
会

拾

銭

欧
文

金

委

拾

五

銭

恥刊
文

金晶君
一
拾

銭

欧

文

金

参

拾

五

銭

和

文

金

参

捻

銭

欧
文

金

参

拾

五

銭

酬
各
金
四
拾
五
銭

酬
各
金
四
拾
五
銭

酬
各
金
四
拾
五
銭

金

武

拾

銭

蜘
各
金
四
拾
五
銭

金
武
拾
五
銭

酬
各
金
四
拾
五
銭

金
武

十

銭

金

参

拾

銭

金
奉
拾
五
銭

所 責 後

堂陽東
町石新通匝田紳市京東



書圃刊新所査調質地

世

界

各

園

ノ

地

質

調

査

事

業

ヰ円

上
第
二
蹴

榎

原

及

笠

宮

崎

明

山

調

査

報

交

紳

津

島

地

災

調

査

一

報

交

東
京
府
檎
原
村
人
旦
地
災
調
査
報
文

日

和

佐

園

幅

地

質

調

査

機

報

上
第
三
批

｜司

地

調

査

首
宇
及
事
業

所

沿

上
第
四
枕

消
問
第
五
倫
ハ
頚
城
油
田
両
部
〉
地
質
調
査
補
遺

群

馬

懸

多

野

郡

地

災

調

査

報

交

喜
多
方
岩
越
線
鍛
送
設
定
線
路
地
質
調
沓
一
報
交

新
津
間

瓶
島
勝
河
沼
郡
資
限
付
康
貴
蛋
白
石

本

邦

産

火

山

灰

試

験

第

一

同

報

文

上
第
五
蹴

明

治

四

十

年

度

事

業

報

告

地

質

要

報

四

十

一

年

治

一

蹴

石
狩
岡
美
酬
明
及
奈
弁
江
煤
問
地
質
調
査
報
交

空
知
郡

治
図
盛
京
省
陶
家
屯
産
地
姉
緩
絶
続
物
化
石

日
本
産
新
第
三
印
刷
及
洪
積
期
有
孔
晶
化
石

質

！司！戸j

（
附
国
二
葉
υ

ハ
附
圏
三
葉
ν

ハ
附
圏
三
業
U

ハ
附
匝
一
葉
U

ハ
附
箇
一
二
葉〉

（
附
周
二
葉）

ハ
附
図
ニ
葉

〈
附
間
一
葉
）

ハ
附
闘
四
葉
〉

（
附
盟
二
葉
〉

井

長

よ

所

定
償
金
七
拾
五
銭

伊

木

技

師

野

田

技

師

大

築

技

師

大

築

技

師

定
償
金
五
拾
銭

弁

よ

所

長

定
償
金
八
拾
銭

伊

木

技

師

紳

津

技

師

大

築

技

師

大

築

技

師

大

野

技

師

定
償
金
襲
拾
五
銭

井

上

所

長

定
債
金
畳
間
六
拾
銭

大

築

技

師

矢
部
場
事
副
長

矢

部

蝿

託

員

所責溌

堂陽東
町石新通随田神市京東


	7-01表紙
	7-02目次
	7-03題字
	7-04目次1
	7-05目次2
	7+1
	7+2
	7+3
	7+4
	7+5
	7+6
	7+7
	7+8
	7+9
	7+10
	7+11
	7+12
	7+13
	7+14
	7+15
	7+16
	7+17
	7+18
	7+19
	7+20
	7+21
	7+22
	7+23
	7+24
	7+25
	7+26
	7+27
	7+28
	7+29
	7+30
	7+31
	7+32
	7+33
	7+34
	7+35
	7+36
	7+37
	7+38
	7+39
	7+40
	7+41
	7+42
	7+43
	7+44
	7+45
	7+46
	7+47
	7+48
	7+49
	7+50
	7+51
	7+52
	7+53
	7+54
	7+55
	7+56
	7+57
	7+58
	7+59
	7+60
	7+60a題字
	7+61
	7+62
	7+63
	7+64
	7+65
	7+66
	7+67
	7+68
	7+69
	7+70
	7+71
	7+72
	7+73
	7+73a題字
	7+75
	7+76
	7+77
	7+78
	7+79
	7+80
	7+80a奥付
	7+80b広告
	7+80c広告

